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は
じ
め
に

　

本
論
文
の
目
的
は
、
西
周
が
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
書
い
た
「
勅
諭

稿
」
を
参
照
系
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
明
治
一
五
年
一
月
に
陸
海
軍
へ
下
賜
さ

れ
た
「
軍
人
勅
諭
」
の
意
味
と
、
そ
の
時
点
で
の
天
皇
の
位
置
を
再
考
す
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。

　
「
軍
人
勅
諭
」
の
評
価
は
論
者
に
よ
り
著
し
く
異
な
る
が
、
お
よ
そ
二
つ
に

分
け
ら
れ
よ
う
。
第
一
は
、「
軍
人
勅
諭
」
は
時
弊
に
対
す
る
訓
諭
で
あ
り
、

絶
大
な
重
要
意
義
は
な
か
っ
た
と
す
る
も
の
で
、
松
下
芳
男
氏
に
代
表
さ
れ
る
）
1
（

。

　

し
か
し
、「
軍
人
勅
諭
」
の
成
立
過
程
を
詳
細
に
研
究
し
た
梅
溪
昇
氏
は
、

こ
れ
と
全
く
逆
の
解
釈
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
一
一
年
の
参
謀
本
部

設
置
と
明
治
一
五
年
の
「
軍
人
勅
諭
」
に
よ
り
、
人
民
の
権
利
・
自
由
を
擁
護

す
る
民
主
制
軍
隊
の
発
生
が
制
圧
さ
れ
、
天
皇
へ
の
絶
対
的
服
従
に
も
と
づ
く

軍
隊
が
成
立
し
、
正
常
な
市
民
社
会
の
形
成
と
民
主
主
義
国
家
の
成
立
が
阻
止

さ
れ
た
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
次
の
引
用
部
分
は
氏
の
見
解
を
明
確
に
示
し

て
い
る
。

一
般
国
民
は
国
民
徴
兵
制
に
よ
っ
て
軍
人
と
な
り
、
軍
隊
で
「
軍
人
勅
諭
」

に
示
さ
れ
た
軍
人
道
徳
を
、
道
徳
と
し
て
の
内
面
的
自
発
性
に
も
と
づ
い

て
身
に
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
勅
諭
の
絶
対
的
尊
厳
性
に
も
と
づ
い
て
き

び
し
く
教
え
込
ま
れ
、
と
く
に
「
忠
節
」
観
念
を
中
心
と
し
て
天
皇
へ
の

絶
対
的
自
己
献
身
を
最
高
の
道
徳
的
価
値
と
見
做
す
思
想
を
植
え
付
け
ら

れ
た
。
や
が
て
か
れ
ら
の
帰
郷
に
よ
っ
て
こ
の
思
想
は
市
民
社
会
へ
持
ち

込
ま
れ
、
や
が
て
国
民
道
徳
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
社
会
の
民
主

化
傾
向
を
阻
止
す
る
役
割
を
演
じ
た
の
で
あ
る
）
2
（

。

　

一
般
に
共
有
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
戦
前
の
天
皇
制
国
家
の
礎
と
な
っ
た
軍

人
勅
諭
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
梅
溪
氏
の
考
え
方
に
近
い
。
こ
こ
で
問

題
に
な
る
の
が
、「
軍
人
勅
諭
」
の
起
草
者
が
西
周
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
軍
人
勅
諭
」
再
考

│
│ 

西
周
「
勅
諭
稿
」
と
の
比
較
を
通
じ
て 

│
│

谷
　
口
　
眞
　
子
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西
は
江
戸
時
代
末
期
に
オ
ラ
ン
ダ
へ
留
学
し
て
、
法
学
・
経
済
学
・
統
計
学
な

ど
を
学
び
、
明
六
社
の
会
員
で
、
の
ち
に
東
京
学
士
会
院
会
長
や
元
老
院
議
官

も
つ
と
め
た
。
そ
の
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
的
学
問
を
取
り
入
れ
た
西
が
、

「
勅
諭
稿
」
を
作
成
し
た
事
実
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
が
、
西
周
研
究
者

に
と
っ
て
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

清
水
多
吉
氏
は
西
周
の
伝
記
を
書
い
て
い
る
が
、「
勅
諭
稿
」
に
も
「
軍
人

勅
諭
」
に
も
言
及
し
て
い
な
い
）
3
（

。
松
島
弘
氏
は
、「
勅
諭
稿
」
と
「
軍
人
勅
諭
」

を
比
較
し
、「
軍
人
勅
諭
」
は
、「
勅
諭
稿
」
に
「
軍
人
は
忠
節
を
尽
す
を
本
分

と
す
べ
し
」
の
一
条
が
加
わ
っ
た
こ
と
、「
〜
す
べ
し
」
と
命
令
形
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
）
4
（

。
菅
原
光
氏
は
、「
西
に
関
す
る

先
行
研
究
の
多
く
は
、
明
六
社
で
の
活
動
な
ど
、
所
謂
〈
啓
蒙
思
想
家
〉
と
し

て
の
側
面
を
強
調
し
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
研
究
意
図
に
と
っ

て
、「
軍
人
勅
諭
」
起
草
者
と
し
て
の
側
面
は
〈
啓
蒙
思
想
家
〉
か
ら
逸
脱
し

た
〈
軍
国
主
義
者
〉
の
よ
う
に
見
え
、
出
来
る
限
り
無
視
し
た
い
側
面
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
）
5
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
正
鵠
を
射
た
指
摘
で
あ
る
が
、
そ

の
菅
原
氏
も
ま
た
、
陸
軍
省
や
参
謀
本
部
の
仕
事
は
西
周
の
本
意
で
は
な
く
、

「
軍
人
訓
誡
草
稿
」
も
「
勅
諭
稿
」
も
、
軍
事
官
僚
と
し
て
や
む
を
得
ず
作
成

し
た
と
し
て
い
る
）
6
（

。
ま
た
安
孫
子
信
氏
は
、「
勅
諭
稿
」
で
西
は
天
皇
の
全
権

は
一
つ
の
選
択
可
能
性
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
最
終
版
の
「
軍
人
勅

諭
」
は
上
か
ら
の
強
制
で
あ
り
、
天
皇
と
軍
隊
の
間
に
歴
史
を
超
え
た
絶
対
的

な
必
然
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
）
7
（

。
木
野
主
計
氏
は
、「
軍
人
勅

諭
」
は
西
周
と
井
上
毅
の
起
草
か
ら
成
り
、
天
皇
の
超
法
規
的
な
意
思
と
し
て

天
皇
の
軍
隊
親
率
の
原
理
を
宣
言
し
た
と
と
ら
え
て
い
る
）
8
（

。

　

た
し
か
に
、「
軍
人
勅
諭
」
の
「
朕
は
汝
等
軍
人
の
大
元
帥
な
る
ぞ
」「
世
論

に
惑
は
ず
政
治
に
拘
ら
ず
、
只
々
一
途
に
己
が
本
分
の
忠
節
を
守
り
、
義
は
山

嶽
よ
り
も
重
く
、
死
は
鴻
毛
よ
り
も
軽
し
と
覚
悟
せ
よ
」
な
ど
の
文
は
、
軍
隊

の
統
帥
権
を
掌
握
し
た
天
皇
へ
の
絶
対
的
自
己
献
身
を
、
軍
人
に
要
求
し
て
い

る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
そ
の
た
め
、〈
西
欧
的
学
問
の
啓
蒙
家
〉
と
し
て
の
西
と
、

〈
天
皇
を
頂
点
と
し
た
軍
国
主
義
の
表
現
た
る
「
軍
人
勅
諭
」
の
起
草
者
〉
と

し
て
の
西
が
、
論
者
の
中
で
一
人
の
人
間
と
し
て
像
を
結
べ
な
い
の
で
あ
る
。

西
欧
的
市
民
社
会
・
西
欧
的
近
代
と
、
天
皇
制
に
も
と
づ
く
日
本
的
軍
国
主

義
・
特
殊
日
本
的
近
代
を
対
置
さ
せ
た
枠
組
み
で
考
え
れ
ば
、
た
し
か
に
両
者

は
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
に
み
ら
れ
た
、
金
科
玉
条
的
な
位
置
づ
け
か

ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
、「
軍
人
勅
諭
」
の
成
立
と
そ
の
意
味
を
論
じ
る
の
は
正
し

く
な
い
。「
軍
人
勅
諭
」
は
正
式
に
は
「
軍
人
訓
誡
の
勅
諭
」
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
明
治
一
一
年
の
「
軍
人
訓
誡
」
と
区
別
す
る
た
め
に
便
宜
上
、「
軍
人

勅
諭
」
と
記
す
が
、
そ
の
元
来
の
目
的
は
「
訓
誡
」、
つ
ま
り
天
皇
に
よ
る
直

接
の
訓
諭
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
ま
ず
確
認
し
て
お
く
。

　

そ
の
上
で
、
明
治
一
一
年
に
西
が
作
成
し
た
「
軍
人
訓
誡
草
稿
」（
そ
れ
を

踏
襲
し
た
「
軍
人
訓
誡
」）、
明
治
一
一
年
か
ら
陸
軍
将
校
を
主
な
聴
衆
と
し
て

行
わ
れ
た
、
偕
行
社
で
の
講
演
「
兵
賦
論
」
に
み
ら
れ
る
西
の
思
想
が
、
明
治

一
三
年
の
「
勅
諭
稿
」
に
み
ら
れ
る
こ
と
、「
勅
諭
稿
」
を
も
と
に
し
つ
つ
、

時
代
状
況
の
変
化
が
考
慮
さ
れ
て
、
明
治
一
五
年
の
「
軍
人
勅
諭
」
に
至
っ
た
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こ
と
、
そ
の
思
想
は
、
天
皇
へ
の
絶
対
的
自
己
献
身
を
求
め
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
勅
諭
稿
」
を
媒
介
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神

格
化
さ
れ
た
天
皇
像
を
無
意
識
の
う
ち
に
前
提
と
し
た
、「
軍
人
勅
諭
」
解
釈

を
改
め
、「
軍
人
勅
諭
」
成
立
時
点
に
お
け
る
天
皇
と
軍
隊
の
位
置
を
明
確
に

し
た
い
。第

一
章
　「
軍
人
勅
諭
」
の
成
立
過
程
と
箇
条
比
較

　
「
軍
人
勅
諭
」
は
明
治
一
五
年
一
月
四
日
の
政
始
日
に
、
赤
坂
仮
皇
居
内
太

政
官
で
、
左
大
臣
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
、
右
大
臣
岩
倉
具
視
、
参
議
山
県
有
朋

ら
の
も
と
、
陸
軍
卿
大
山
巌
が
賜
っ
た
。
海
軍
卿
河
村
純
義
は
出
張
不
在
の
た

め
大
山
が
海
軍
の
分
も
受
け
取
り
、
海
軍
大
輔
牟
田
倉
之
助
に
渡
し
た
。
勅
諭

の
写
し
四
六
〇
〇
部
が
陸
海
軍
省
、
警
視
総
監
、
府
知
事
、
県
令
、
各
省
院
使

長
官
、
大
臣
、
参
議
、
宮
中
各
部
局
へ
配
布
さ
れ
た
。
陸
海
軍
各
隊
で
は
勅
諭

奉
戴
式
を
行
い
、
幹
部
が
こ
れ
を
講
釈
し
た
）
9
（

。
山
県
有
朋
は
明
治
一
四
年
一
二

月
二
七
日
に
、
太
政
大
臣
三
条
実
美
に
対
し
、
陸
海
軍
へ
の
勅
諭
は
「
陛
下
親

ラ
軍
隊
ヲ
統
ヘ
、
特
ニ
将
卒
ニ
訓
告
ヲ
垂
レ
玉
フ
者
ナ
レ
ハ
、
他
ノ
詔
勅
ト
等

シ
ク
太
政
官
ノ
宣
奉
ヲ
経
テ
施
行
セ
ラ
ル
ヘ
キ
ニ
非
ス
。
因
テ
ハ
太
政
大
臣
奉

勅
ノ
例
ニ
拘
ラ
ス
、
陛
下
親
シ
ク
御
名
ヲ
記
シ
、
直
チ
ニ
軍
隊
ヘ
下
賜
ア
ラ
セ

ラ
レ
ン
事
）
10
（

」
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
意
図
に
沿
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
和
文
句
調

で
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
、
振
り
仮
名
つ
き
で
あ
る
。「
軍
人
訓
誡
」
が
陸

軍
に
出
さ
れ
た
訓
示
で
あ
る
の
に
対
し
、「
軍
人
勅
諭
」
は
陸
軍
・
海
軍
双
方

に
出
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
ど
ち
ら
も
法
的
効
力
は
な
い
。

　
「
軍
人
勅
諭
」
は
作
成
に
一
年
以
上
を
費
や
し
て
い
る
。
自
由
民
権
運
動
が

軍
隊
に
波
及
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
山
県
有
朋
が
、「
軍
人
を
し
て
毅
然
と
し
て

世
の
風
潮
の
外
に
立
た
し
め
、
忠
勇
の
精
神
を
維
持
せ
し
め
ん
と
欲
し
、
聖
詔

を
賜
ひ
て
之
れ
を
諭
し
た
ま
は
ん
こ
と
を
奏
請
」
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
参

謀
本
部
御
用
掛
西
周
に
草
案
作
成
を
命
じ
た
。
そ
の
案
に
「
漢
文
の
習
気
﹇
臭

気
﹈」
が
あ
っ
た
た
め
書
き
直
さ
せ
た
が
、
意
に
沿
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

の
で
、
東
京
日
日
新
聞
記
者
の
福
地
源
一
郎
に
わ
か
り
や
す
い
文
章
に
さ
せ
、

さ
ら
に
参
事
院
議
官
井
上
毅
・
同
院
御
用
掛
箕
輪
醇
等
が
修
正
し
、
山
県
も
自

ら
加
筆
修
正
し
て
軍
人
勅
諭
が
で
き
た
と
い
う
）
11
（

。

　
【
表
一
】
は
、
軍
人
勅
諭
成
立
ま
で
の
各
草
稿
に
つ
い
て
、
梅
溪
昇
氏
が
作

成
し
た
表
を
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
に
参
照
し
た
『
明
治
天
皇
紀　

第
五
』

の
記
述
が
正
し
け
れ
ば
、
西
が
参
謀
本
部
御
用
掛
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
一
三

年
一
二
月
二
五
日
な
の
で
、「
勅
諭
稿
」
は
年
末
に
書
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
草
稿
に
関
す
る
梅
溪
の
見
解
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

氏
は
「
軍
人
勅
諭
」
成
立
の
過
程
を
、
前
期
と
後
期
に
分
け
て
考
え
る
。
前

期
は
、
西
の
「
勅
諭
稿
」
を
も
と
に
山
県
有
朋
が
修
正
し
た
「
第
一
種
ノ
一
」、

そ
れ
を
も
と
に
、
井
上
毅
が
起
草
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
第
二
種
」
が
で
き
、

そ
れ
か
ら
「
第
一
種
ノ
二
」
と
「
第
三
種
」
が
で
き
た
と
推
定
す
る
。「
勅
諭
稿
」

と
比
べ
る
と
、「
第
三
種
」
は
「
忠
節
」
の
項
目
が
増
え
、「
膽
勇
」
が
「
義
勇
」

に
変
わ
っ
て
い
る
。

　

次
に
後
期
に
つ
い
て
み
る
。「
第
四
種
」
は
「
第
三
種
」
を
も
と
に
、
福
地
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源
一
郎
が
起
草
し
た
。
彼
は
一
八
四
一
年
生
ま
れ
で
漢
学
・
蘭
学
・
英
学
を
学

び
、
幕
府
に
仕
え
て
遣
米
使
節
・
遣
欧
使
節
に
、
ま
た
岩
倉
使
節
団
に
も
随
行

し
た
経
験
を
も
つ
。
一
八
七
四
年
に
退
官
し
、「
東
京
日
日
新
聞
」
記
者
と
し

て
活
躍
し
、
自
由
民
権
運
動
に
対
抗
し
て
国
会
開
設
漸
進
論
を
唱
え
た
。
そ
の

後
の
「
第
四
種
ノ
訂
正
」
は
い
ず
れ
も
細
か
い
語
句
表
現
の
修
正
で
、
最
終
的

に
は
山
県
・
井
上
・
箕
輪
醇
│
旧
会
津
藩
士
で
斗
南
藩
、
青
森
県
、
陸
軍
省
、

太
政
官
な
ど
で
勤
務
│
の
手
が
入
っ
た
「
第
五
種
」
が
で
き
た
。

　

梅
溪
は
福
地
源
一
郎
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
い
和
文
で
訓
諭
的
で
あ
り
、

本
文
は
仮
名
交
じ
り
文
で
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
が
付
さ
れ
、
漢
籍
に
み
え
る
難

解
な
語
句
を
排
除
し
た
と
い
う
、
表
現
上
の
寄
与
を
認
め
る
ほ
か
、
最
終
版

「
軍
人
勅
諭
」
の
五
徳
目
が
そ
ろ
っ
て
い
る
点
と
、
前
文
に
み
え
る
天
皇
の
位

置
づ
け
に
注
目
し
て
い
る
。す
な
わ
ち
、「
天
皇
の
統
帥
大
権
の
国
体
的
絶
対
性
、

上
か
ら
臣
民
な
い
し
軍
人
に
臨
む
絶
対
制
君
主
と
し
て
の
天
皇
の
絶
対
的
な
権

威
・
権
力
性
を
十
分
に
表
現
」
し
て
い
る
と
と
ら
え
る
。
そ
し
て
「
軍
人
勅
諭
」

の
思
想
的
性
格
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
福
地
の
「
草
案
第
四
種
」
の
成
立
が
、

最
も
重
要
な
歴
史
的
意
義
を
持
つ
と
評
価
し
た
）
12
（

。

　
「
軍
人
勅
諭
」
成
立
に
お
け
る
西
と
福
地
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

各
箇
条
と
後
文
、
前
文
を
検
討
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
が
、
ま
ず
西
が
「
勅

諭
稿
」
を
書
い
た
時
点
で
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
か
、「
軍
人
訓
誡

草
稿
」
作
成
後
の
経
過
を
た
ど
っ
て
お
き
た
い
。

　
「
軍
人
訓
誡
」
に
つ
い
て
は
、『
明
治
天
皇
紀　

第
四
』
が
簡
潔
に
内
容
を
説

明
し
て
い
る
。

表一　「軍人勅諭」草案一覧（梅溪昇『増訂　軍人勅諭成立史─天皇制国家観の成立〈上〉』
（青史出版、2008年）二三二～二三三頁所収の表を転載）

前期

草案種別 草案内容（徳目） 起草者・修正者 作成時期

勅諭稿 （一）秩序　（二）膽勇　（三）質直倹素　
（四）信義 西（起草） 明治十三年（月不詳）

第一種ノ一 右同 西（起草）・山県（修正） 明治十三年（月不詳）

第二種 （一）報国衷情　（二）上下統属　（三）
膽勇　（四）勤倹質直　（五）信義 井上（起草カ） 「第一種ノ一」直後カ

第一種ノ二 （一）報国衷情　（二）秩序　（（三）膽
勇　（四）質直勤倹　（五）信義） 不詳 「第二種」直後カ

第三種 （一）忠節　（二）秩序　（三）義勇　
（四）質直倹素　（五）信義 不詳 明治十三年（月不詳）

後期

第四種 （一）忠節　（二）礼義　（三）武勇　
（四）質素　（五）信義 福地（起草） 明治十三年（月不詳）

第四種ノ訂正一・二 右同 不詳 「第四種」直後カ又ハ次ノ「訂
正三」直後カ不詳

第四種ノ訂正三 （一）忠節　（二）礼義　（三）武勇　
（四）信義　（五）質素 不詳 明治十四年十二月頃カ

第四種ノ訂正四 右同 箕輪（修正） 明治十四年十二月二十五日

第五種 右同 山県（修正、井上・箕
輪ノ修正ヲ含ム）

明治十四年十二月二十五日～
二十七日
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有
朋
、
軍
人
訓
誡
一
篇
を
草
し
て
之
れ
を
頒
つ
の
事
あ
り
、
其
の
要
旨
た

る
や
、
精
神
の
最
も
重
ん
ず
べ
き
を
説
き
、
之
れ
を
維
持
す
る
に
は
忠

実
・
勇
敢
・
服
従
の
三
約
束
を
堅
守
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
論
じ
、
而
し
て
、

皇
室
を
尊
崇
す
べ
き
こ
と
、
上
官
老
巧
者
に
敬
意
を
表
す
べ
き
こ
と
、
朝

政
を
是
非
し
時
事
を
論
ず
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
公
私
の
諸
規
則
を
遵
守
す

べ
き
こ
と
、
喧
嘩
争
闘
を
為
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
部
下
に
対
し
寛
厳
宜

し
き
を
得
深
切
を
尽
す
べ
き
こ
と
、
同
僚
同
輩
新
懇
の
情
意
を
尽
す
べ
き

こ
と
、
寡
言
粛
静
沈
着
廉
潔
節
倹
の
尚
ぶ
べ
き
こ
と
等
、
軍
人
の
平
素
服

膺
す
べ
き
條
項
を
縷
述
せ
り
）
13
（

。

　

拙
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
西
の
「
軍
人
訓
誡
草
稿
」
一
八
箇
条
を
部

分
的
に
入
れ
替
え
、
表
現
を
少
し
変
え
た
形
で
、「
軍
人
訓
誡
」
は
明
治
一
一

年
一
〇
月
一
二
日
に
、
陸
軍
卿
山
県
有
朋
の
名
前
で
陸
軍
に
頒
布
さ
れ
た
）
14
（

。

　

一
方
、
西
は
「
軍
人
訓
誡
草
稿
」
を
作
成
し
た
あ
と
、
陸
海
将
校
ク
ラ
ブ
で

あ
る
偕
行
社
で
「
兵
賦
論
」
の
講
演
を
始
め
た
。
明
治
一
一
年
九
月
一
五
日
が

第
一
回
目
で
、
そ
の
講
演
録
は
『
内
外
兵
事
新
聞
』
に
明
治
一
一
年
一
〇
月
二

〇
日
（
一
六
六
号
）
か
ら
明
治
一
四
年
二
月
二
七
日
（
二
八
九
号
）
ま
で
断
続

的
に
掲
載
さ
れ
た
。
時
系
列
で
並
べ
れ
ば
、
竹
橋
事
件
↓
「
軍
人
訓
誡
草
稿
」

↓
「
兵
賦
論
」
講
演
初
回
↓
「
軍
人
訓
誡
」
頒
布
↓
第
一
回
目
の
「
兵
賦
論
」

掲
載
と
い
う
順
序
に
な
る
。

　

西
は
「
兵
賦
論
」
で
、
国
境
を
守
り
、
富
国
を
は
か
り
、
人
民
の
生
活
を
保

障
し
、
他
国
に
土
地
や
財
産
や
人
民
や
権
利
を
蹂
躙
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の

が
、「
万
国
公
法
の
正
理
」
で
あ
り
、
日
本
が
と
る
べ
き
国
是
で
あ
る
と
主
張

し
て
い
た
。
世
界
情
勢
は
「
愚
者
は
知
者
に
役
せ
ら
れ
弱
者
は
強
者
に
役
せ
ら

れ
る
」
状
態
で
あ
る
。
万
国
公
法
で
は
、
局
外
の
国
か
ら
み
た
交
戦
国
双
方
の

主
張
は
相
互
に
一
非
一
是
で
あ
り
、
そ
の
曲
直
は
天
帝
で
な
け
れ
ば
判
断
を
下

す
権
利
は
な
い
た
め
、
結
局
は
軍
事
力
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
国
内
的
に

も
国
際
的
に
も
、
法
を
担
保
す
る
の
は
最
終
的
に
は
軍
事
力
で
あ
り
、
兵
備
が

な
け
れ
ば
国
の
独
立
は
保
て
な
い
。
以
上
の
認
識
の
も
と
、「
兵
賦
論
」
後
半

部
分
で
は
、
実
際
的
な
兵
賦
に
つ
い
て
統
計
数
字
を
駆
使
し
な
が
ら
論
じ
て
い

る
。

　

こ
の
考
え
方
は
、
彼
が
作
成
し
た
「
上
隣
邦
兵
備
略
表
」
に
も
み
ら
れ
る
。

西
は
明
治
一
二
年
一
月
に
、
参
謀
本
部
出
仕
と
陸
軍
省
御
用
掛
を
命
じ
ら
れ
た
。

同
年
、
桂
太
郎
ら
十
数
人
の
将
校
が
清
国
の
兵
制
、
軍
備
、
地
理
な
ど
を
調
査

し
、
そ
れ
を
も
と
に
明
治
一
三
年
一
一
月
三
〇
日
に
、
参
謀
本
部
長
山
県
有
朋

が
「
隣
邦
兵
備
略
表
」
を
天
皇
へ
提
出
し
た
。
上
表
の
素
案
を
作
成
し
た
の
が

西
で
あ
っ
た
。

　

西
が
作
成
し
た
「
上
隣
邦
兵
備
略
表
」
に
は
、
万
国
が
対
峙
し
て
い
る
た
め
、

軍
事
力
が
強
く
な
け
れ
ば
国
は
独
立
で
き
な
い
と
し
、
強
者
は
名
目
を
借
り
て

私
利
を
増
や
し
、
弱
者
は
哀
情
に
訴
え
る
手
段
と
し
て
万
国
公
法
を
利
用
し
て

い
る
現
状
を
か
ん
が
み
れ
ば
、
国
家
の
独
立
を
維
持
す
る
た
め
に
は
富
国
強
兵

が
必
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
）
15
（

。
そ
し
て
山
県
が
提
出
し
た
上
表
も
同
内
容
で

あ
っ
た
）
16
（

。
西
が
「
上
隣
邦
兵
備
略
表
」
を
作
成
し
た
あ
と
、「
兵
賦
論
」
の
講
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演
と
併
行
し
て
起
草
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
「
勅
諭
稿
」
で
あ
る
。

　

先
の
【
表
一
】
か
ら
、
何
種
類
も
の
草
稿
が
書
か
れ
た
こ
と
は
わ
か
る
が
、

問
題
は
西
の
「
勅
諭
稿
」
と
最
終
版
の
「
軍
人
勅
諭
」
の
内
容
・
思
想
が
、
ど

れ
ほ
ど
異
な
っ
て
い
る
か
で
あ
る
。「
勅
諭
稿
」
と
「
軍
人
勅
諭
」
を
比
較
し

た
の
が
【
表
二
】
で
あ
る
。「
勅
諭
稿
」
第
一
条
が
「
軍
人
勅
諭
」
第
二
条
、「
勅

諭
稿
」
第
二
条
が
「
軍
人
勅
諭
」
第
三
条
、「
勅
諭
稿
」
第
三
条
が
「
軍
人
勅
諭
」

第
五
条
、「
勅
諭
稿
」
第
四
条
が
「
軍
人
勅
諭
」
第
四
条
に
該
当
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。「
軍
人
勅
諭
」
第
一
条
に
つ
い
て
は
第
二
章
、
前
文
に
つ
い
て

は
第
三
章
で
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
本
章
で
は
残
り
の
四
箇
条
と
後
文
の
内
容

を
検
討
す
る
。
な
お
本
論
文
に
お
い
て
は
、「
勅
諭
稿
」「
軍
人
訓
誡
草
稿
」「
兵

賦
論
」
は
大
久
保
利
謙
編
『
西
周
全
集　

第
三
巻
』（
宗
高
書
房
、
一
九
六
六
年
）

所
収
の
も
の
、
ま
た
「
軍
人
勅
諭
」
に
つ
い
て
は
由
井
正
臣
・
藤
原
彰
・
吉
田

裕
校
注
『
日
本
近
代
思
想
大
系
４　

軍
隊　

兵
士
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九

年
）
所
収
の
も
の
を
利
用
す
る
。
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
引
用
ご
と
に
注
を
つ
け

る
こ
と
は
省
く
。

　
「
勅
諭
稿
」
第
一
条
は
「
軍
人
第
一
の
精
神
は
秩
序
を
紊
る
こ
と
無
き
を
要

す
」
で
始
ま
り
、「
己
が
隷
属
す
る
所
に
奉
事
し
て
其
命
令
を
敬
承
す
る
は
、

直
ち
に　

朕
が
命
を
奉
ず
る
と
異
な
る
無
き
を
宗
と
し
」「
上
下
相
和
し
、
通

体
一
致
し
て
国
の
王
事
に
服
役
す
る
こ
そ
、
総
軍
人
が　

朕
に
対
す
る
忠
節
な

れ
、
縦
ひ
何
様
な
る
美
事
善
行
に
て
も
、
軍
人
た
る
者
が
此
秩
序
を
紊
り
て
、

上
に
対
し
て
は
敬
礼
を
失
ひ
、
事
抗
戻
に
渉
り
、
下
を
待
つ
に
は
傲
慢
に
し
て

人
和
を
失
ふ
に
至
り
な
ば
、
軍
人
精
神
の
蠹と

害が
い

（
物
事
を
損
な
い
破
る
）
と
や

謂
ふ
べ
き
」
と
述
べ
る
。
隷
属
と
い
う
と
奴
隷
と
い
う
言
葉
が
想
起
さ
れ
る
が
、

属
す
る
、
付
け
る
が
本
来
の
意
味
で
あ
り
、
下
級
の
者
が
上
級
者
の
指
揮
・
監

督
を
受
け
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
軍
人
に
は
階
級
が
あ
り
、
同
列
同
級
で
も

経
験
年
数
の
違
い
が
あ
る
の
で
、
上
級
の
者
や
旧
任
の
者
へ
敬
礼
を
尽
く
す
と

と
も
に
、
上
官
も
部
下
に
傲
慢
に
な
る
こ
と
な
く
、
上
下
が
共
同
し
て
一
体
と

な
り
、「
国
の
王
事
」
に
服
す
る
こ
と
が
天
皇
に
対
す
る
忠
節
で
あ
る
と
し
て

い
る
。「
軍
人
勅
諭
」
第
二
条
も
内
容
は
同
じ
だ
が
、「
秩
序
を
紊
る
こ
と
無
き

を
要
す
」
が
「
礼
儀
を
正
し
く
す
べ
し
」
と
い
う
表
現
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

階
級
・
新
旧
に
応
じ
た
礼
儀
を
相
互
に
守
る
こ
と
で
、
軍
隊
の
序
列
が
明
確
に

な
り
、
ま
た
秩
序
が
保
た
れ
る
の
で
、「
礼
儀
を
正
し
く
す
べ
し
」
と
い
う
わ

か
り
や
す
い
文
言
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
「
勅
諭
稿
」
第
二
条
は
「
武
徳
の
第
一
は
膽
勇
な
り
」
と
し
て
、
軍
人
は
「
剛

毅
沈
勇
を
宗
と
し
、
又
事
を
謀
る
に
は
思
慮
周
到
に
し
て
計
画
分
明
な
る
を

要
」
す
る
が
、「
懦
弱
卑
怯
の
振
舞
」
が
な
い
よ
う
、
平
素
か
ら
鍛
錬
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
軍
隊
は
、
全
員
が
作
戦
命
令
に
従
っ
て
動
く
こ
と
が
前

提
と
さ
れ
る
組
織
な
の
で
、
個
人
レ
ベ
ル
の
「
懦
弱
卑
怯
」
な
行
動
は
軍
紀
の

低
下
を
招
き
、
全
軍
の
士
気
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
勇
気
を

以
て
職
業
と
す
る
者
は
む
し
ろ
、
普
段
は
仁
愛
慈
恵
の
心
で
人
に
接
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
部
分
に
着
目
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
読
す
る
と
矛
盾
し

た
内
容
の
よ
う
に
も
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

す
で
に
西
は
、
明
治
一
一
年
の
二
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
偕
行
社
で
行
っ

た
講
演
「
兵
家
徳
行
」
│
同
じ
く
偕
行
社
で
「
兵
賦
論
」
を
講
演
す
る
の
は
明
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表二　西周「勅諭稿」と「軍人勅諭」の箇条比較対照表

「勅諭稿」
のNO. 「勅諭稿」の箇条内容 「軍人勅諭」

のNO. 「軍人勅諭」の箇条内容 備　　　考

前文一部 １ 「軍人は忠節を尽すを本分とすべし」

いやしくも精神が伴わなければ、数多の
法度や規則も徒法に帰し、すぐれた隊制
や兵器も無意味になる。

我が国に生まれた者で報国の心がない者
はいない。まして軍人たろうとする者
は、この精神が堅固でないと役に立つと
は思われない。技芸・学術に秀でていて
も、報国の心がない軍人は人形であり、
節制のある軍隊でも忠節がなければ、烏
合の衆である。兵力は国運を左右するも
のなので、世論に惑わされたり政治に関
わることなく、一途に自分の本分である
忠節を守り、「義は山嶽よりも重く、死
は鴻毛よりも軽し」と覚悟するように。
不覚を取って汚名を受けることがないよ
うに。

西周の「軍人訓誡草
稿」では、前文に「苟
モ忠実ナラスンハ何ヲ
以テ我カ大元帥タル　
皇上ニ対シ国家ニ報ス
ル所アラン」とあり、
第９条に「朝政ヲ是非
シ、官省ノ布告布達諸
規ヲ侮慢譏刺スル等ノ
挙動ハ軍人ノ本分ニ背
馳スル」「喋々論弁ヲ
逞ウシ、動モスレハ時
事ニ慷慨シ、民権ヲ主
張スナトト唱ヘ、本分
ナラサル事ヲ以テ自ラ
任シ、書生ノ狂態ヲ学
フ等ノ事アル可ラス」
「畢竟軍人ハ軍籍ニ列
スルノ初メニ皇上ヲ奉
戴シ、朝廷ニ忠ナラン
コト誓ヒシ者ナレハ、
一念ノ微モ此本心ニ背
クヘカラス」とみえる。

１ 「軍人第一の精神は秩序を紊ること無き
を要す」

２ 「軍人は礼儀を正くすべし」

軍人には上から下の兵卒に至るまで官階
等級があり、同列同級間でも停年の新旧
がある。自分が隷属するところの命令を
聞くのは、直ちに朕の命を奉じるのと異
ならないと考え、上級・旧任には敬礼を
尽くすこと。上下相和し、通礼一致して
国の王事に服役するのが、朕に対する忠
節である。軍人がこの秩序を破り、上に
対して敬礼を失い、下に対して傲慢にな
れば、軍人精神を損なうというものであ
る。

軍人には元帥から一兵卒に至るまで、階
級があり、同列同級間でも停年の新旧が
ある。上級・旧任には礼儀を尽くすこと。
逆に下級・新任には慈愛をもつこと。上
下一致の和諧を失うと、そこから軍隊組
織が崩れ、国家のためにも許しがたい罪
となる。

西周の「軍人訓誡草
稿」の２・３・10条
（「軍人訓誡」の２・
３・12条）に該当

２ 「武徳の第一は膽勇なり」 ３ 「軍人は武勇を尚ぶべし」

軍人は平素から心がけが肝要である。血
気の勇にはやるのではなく、剛毅沈勇を
旨とし、周到に思慮して計画し、人の過
ちも法の許すところまでは寛容に扱う。
戦陣に臨んで躊躇することがないよう、
平素から膽力の鍛錬をしておくこと。普
段温厚な人は大事にも動じない。軍人は
勇気をもって職業とする者で、普段は忠
良易直にして仁愛慈恵をもって世人と接
し、人々の愛敬を得るよう心がけること。

武勇は古来より尊ばれてきたが、とりわ
け戦う軍人には必要である。武勇には大
勇と小勇があり、血気にはやった粗暴の
振る舞いは武勇とは言えない。軍人は義
理をわきまえ、胆力を練り、思慮を尽く
して事を謀り、己の武職を尽くすのが真
の大勇である。常々、温和を第一とし、
人々の愛敬を得るよう心がけよ。

西周の「軍人訓誡草
稿」の12条（「軍人訓
誡」10条）の一部に該
当

４ 「人として信義を守るは軍民の別無く人
たるの常道なり」

４ 「軍人は信義を重んずべし」
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治
一
一
年
九
月
か
ら
で
あ
る
│
で
、
軍
人
は
忠
良
易
直
た
る
こ
と
を
心
得
よ
、

と
述
べ
て
い
る
。
明
治
八
年
、『
明
六
雑
誌
』
に
発
表
し
た
「
国
民
気
風
論
」

で
は
、
民
権
家
風
・
状
師
家
風
・
貨
殖
家
風
の
エ
ト
ス
を
身
に
つ
け
る
よ
う
推

奨
し
て
い
る
の
に
、
軍
人
に
は
そ
の
反
対
の
エ
ト
ス
を
求
め
て
い
る
の
は
、
軍

人
が
武
器
を
日
常
的
に
携
帯
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
軍
事
力
を
背
景
に
し
て
権

利
を
主
張
し
た
り
、
弁
護
士
気
取
り
で
紛
争
の
調
停
に
乗
り
出
し
た
り
、
金
儲

け
を
し
た
り
す
る
と
、
一
般
社
会
の
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
）
17
（

。

　
「
軍
人
勅
諭
」
第
三
条
も
同
じ
く
、「
軍
人
た
ら
む
も
の
は
、
常
に
能
く
義
理

を
弁
へ
、
能
く
胆
力
を
練
り
、
思
慮
を
殫
（
つ
く
）
し
て
事
を
謀
る
べ
し
」「
武

勇
を
尚
ぶ
も
の
は
、
常
々
人
に
接
る
に
は
温
和
を
第
一
と
し
、
諸
人
の
愛
敬
を

得
む
と
心
掛
け
よ
」
と
あ
る
。
武
勇
を
大
勇
と
小
勇
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る

点
が
「
勅
諭
稿
」
と
異
な
る
が
、
こ
の
区
別
は
山
鹿
素
行
の
講
義
を
収
録
し
た

「
山
鹿
語
録
」
や
、
山
本
常
朝
・
田
代
陣
基
編
「
葉
隠
」
な
ど
に
も
み
え
る
、

近
世
か
ら
の
考
え
方
で
あ
り
、
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
「
勅
諭
稿
」
第
三
条
は
「
質
直
勤
倹
な
る
は
武
人
の
常
習
」
と
し
て
、
質
直

勤
倹
を
大
切
に
し
な
い
と
、
文
弱
に
し
て
淫
靡
・
軽
薄
な
生
活
に
流
れ
て
し
ま

い
、
自
ら
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
軍
隊
に
広
ま
れ
ば
士
気

が
衰
え
る
と
警
告
し
て
い
る
。「
軍
人
勅
諭
」
で
は
「
軍
人
は
質
素
を
旨
と
す

べ
し
」
と
し
て
、「
質
直
勤
倹
」
が
「
質
素
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容

に
変
わ
り
は
な
い
。
さ
ら
に
「
勅
諭
稿
」「
軍
人
勅
諭
」
と
も
に
、
先
に
免
黜

条
例
を
施
行
し
た
が
改
め
て
申
し
置
く
、
と
あ
る
。
免
黜
条
例
と
は
、
明
治
一

信とは自分が言った言葉を実践するこ
と、義とは役務を尽くすことである。は
じめに約定があって事の関係が成立す
る。古今大綱の道理に暗く小節の信義を
建てようとして、徒党を結んだり、政道
の是非や王統の争論や家々の争いなどを
面白がったり、主義の主張をするなどし
て、惜しむべき人が名も身も果てる例は
多い。最初の思慮を忽せにしないこと。

信とは自分が言った言葉を実践し、義と
は自分の分を尽くすことである。信義を
尽くすには、はじめによく理非を考えて
から物事を引き受けること。わずかな節
義を守るために根本を見誤ったり、私情
の信義を守って公道の理非に迷い、身を
滅ぼして汚名を後世まで残す例は少なく
ない。

西周の「軍人訓誡草
稿」11条（「軍人訓誡」
の13条）の一部に該当

３ 「質直勤倹なるは武人の常習」 ５ 「軍人は質素を旨とすべし」

質直を大事にしないと文弱淫靡軽薄に陥
り、勤倹を大事にしないと豪奢になり、
廉恥を損ない、邪僻になり、背徳失行の
身となり、汚名が世間に広まる。これが
軍隊で起きれば、伝染病のように蔓延
し、士気が衰えることになる。免黜条例
を施行したが、改めてここで申し置く。
かかる弊風で軍人が扇動されることのな
いように。

質素を旨とせず、文弱で軽薄、豪奢華靡
を好んだ生活をしていると、世間から爪
はじきされることになる。これが軍人に
起きれば、伝染病のように蔓延し、士気
が衰えることになる。免黜条例により、
この事は戒めておいたが、改めてここに
申し置く。

西周の「軍人訓誡草
稿」の14条（「軍人訓
誡」の13条）の一部に
該当

後文 この四箇条を実行するための要訣は誠心
である。聖賢の千言万語も誠心をもって
心にとどめておかなければ、益するとこ
ろがない。この四箇条は実行するのはさ
ほど難しくない。ただ、誠心を常に念じ
て心が緩むことのないようにすればよい。

後文 この五箇条は軍人がゆるがせにしてはな
らない項目である。実践するためには誠
心（まごころ）が大切である。誠心がな
ければ、嘉言も善行もうわべの装飾にす
ぎない。五箇条は天地の公道、人倫の常
経である。この道を守り行い、報国の務
めを尽くせば、日本の人民も喜ぶだろう。



「
軍
人
勅
諭
」
再
考

（315）996

〇
年
二
月
二
二
日
に
制
定
さ
れ
た
将
校
免
黜
条
例
を
指
す
。
こ
れ
は
将
校
を
対

象
に
、
官
職
を
や
め
さ
せ
た
り
、
降
格
さ
せ
た
り
す
る
場
合
を
規
定
し
た
条
例

で
あ
る
。
全
部
で
三
五
条
か
ら
構
成
さ
れ
、
第
二
一
条
は
将
校
の
本
分
に
も
と

る
行
為
と
し
て
、「
品
行
不
正
」「
交
際
不
正
」「
怯
懦
畏
避
」「
抗
言
恃
頑
」「
職

務
不
活
」「
不
典
失
儀
」「
闘
争
」
の
七
項
目
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
一

一
年
の
「
軍
人
訓
誡
草
稿
」「
軍
人
訓
誡
」
に
も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
将
校

ク
ラ
ス
が
率
先
し
て
条
目
を
守
ら
な
け
れ
ば
、
徴
兵
さ
れ
た
兵
士
た
ち
は
つ
い

て
こ
な
い
と
い
う
考
え
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

　
「
勅
諭
稿
」
第
四
条
は
「
人
と
し
て
信
義
を
守
る
は
軍
民
の
別
無
く
人
た
る

の
常
道
な
り
」
と
し
て
、「
信
と
は
前
言
を
践
む
の
謂
、
義
と
は
役
務
を
尽
す

の
謂
」
で
、
最
初
の
約
定
を
守
る
こ
と
が
信
義
を
立
て
る
こ
と
で
あ
る
と
記
し

て
い
る
。
最
初
の
約
定
と
は
、
入
隊
の
際
に
行
わ
れ
る
軍
律
の
読
み
聞
か
せ
で

あ
る
読
法
と
、
そ
れ
へ
の
宣
誓
を
指
す
。
そ
の
誓
い
を
守
る
こ
と
が
、
軍
人
に

と
っ
て
信
義
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、「
小
節
の
信
義
を
立
て
ん
と
し
、
或
は
徒
を
結
び
党
を
立
て
、
或

は
政
道
の
是
非
、
王
統
の
争
論
、
果
て
は
家
々
の
争
な
ど
に
興
じ
、
近
日
は
又

主
義
の
論
党
な
ど
も
あ
る
如
く
、
あ
た
ら
惜
む
べ
き
人
も
始
に
順
逆
を
弁
ぜ
ざ

る
よ
り
大
な
る
禍
害
に
遭
ひ
て
、
名
も
身
と
共
に
朽
ち
果
つ
る
に
至
り
し
者
は

屈
指
に
も
暇
あ
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
佐
賀
の
乱
、
秋

月
の
乱
、
西
南
戦
争
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
士
族
の
反
乱
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、

国
会
期
成
同
盟
が
国
会
開
設
請
願
書
を
元
老
院
へ
提
出
し
た
動
き
に
か
か
わ
っ

た
り
し
た
行
動
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
軍
人
の
政
治
不
干
渉
に
つ
い

て
は
、「
軍
人
勅
諭
」
第
一
条
に
か
か
わ
る
重
要
事
項
な
の
で
、
第
二
章
で
詳

し
く
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
「
軍
人
勅
諭
」
で
も
、「
信
と
は
己
が
言
を
践
行
ひ
、

義
と
は
己
が
分
を
尽
す
を
い
」
い
、
安
請
け
合
い
を
し
て
関
係
を
結
び
、
あ
と

で
進
退
窮
ま
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
最
初
か
ら
理
非
を
考
え
よ
、
と
訓
諭
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
な
お
「
軍
人
勅
諭
」
で
は
、「
公
道
の
理
非
」

と
「
私
情
の
信
義
」
を
対
比
的
に
述
べ
て
お
り
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て

い
る
。

　

四
箇
条
を
列
挙
し
た
あ
と
、「
勅
諭
稿
」
後
文
で
は
「
第
一
に
軍
人
の
作
法

と
し
て
秩
序
を
守
る
事
、
第
二
に
は
軍
人
の
節
操
と
し
て
膽
勇
を
練
る
事
、
第

三
に
軍
人
の
風
習
と
し
て
質
直
勤
倹
を
尚
ぶ
事
、
第
四
に
一
般
の
徳
義
と
し
て

信
義
を
失
は
ざ
る
事
」
と
い
う
四
條
目
を
実
行
す
る
に
あ
た
り
肝
要
な
の
は
、

誠
心
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
聖
賢
の
千
言
万
語
も
誠
心
以
て
之
を
服ふ
く

膺よ
う

（
心

に
と
ど
め
て
忘
れ
な
い
こ
と
│
筆
者
注
）
す
る
に
あ
ら
ず
ば
何
に
か
は
益
せ

ん
」
と
し
て
、誠
心
＝
真
心
・
忠
が
そ
の
根
本
に
あ
る
と
み
え
る
。「
軍
人
勅
諭
」

も
同
じ
内
容
で
あ
る
。

第
二
章
　「
軍
人
勅
諭
」
第
一
条
の
解
釈

　

問
題
は
、「
軍
人
は
忠
節
を
尽
す
を
本
分
と
す
べ
し
」
を
条
目
と
す
る
「
軍

人
勅
諭
」
の
第
一
条
で
あ
る
。「
忠
節
」
は
主
君
に
尽
く
す
節
義
、
忠
義
の
み

さ
お
を
指
す
。
重
要
な
箇
条
な
の
で
、
次
に
全
文
を
紹
介
す
る
。
な
お
説
明
の

必
要
上
、
本
文
に
番
号
を
付
し
た
。
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①
凡
生
を
我
国
に
稟
く
る
も
の
、
誰
か
は
国
に
報
ゆ
る
の
心
な
か
る
べ
き
。

況
し
て
軍
人
た
ら
ん
者
は
、
此
心
の
固
か
ら
で
は
物
の
用
に
立
ち
得
べ
し

と
も
思
は
れ
ず
。
軍
人
に
し
て
報
国
の
心
堅
固
な
ら
ざ
る
は
、
如
何
程
技

芸
に
熟
し
学
術
に
長
ず
る
も
、
猶
偶
人
に
ひ
と
し
か
る
べ
し
。
其
隊
伍
も

整
ひ
節
制
も
正
く
と
も
、
忠
節
を
存
せ
ざ
る
軍
隊
は
、
事
に
臨
み
て
烏
合

の
衆
に
同
か
る
べ
し
。
②
抑
国
家
を
保
護
し
国
権
を
維
持
す
る
は
兵
力
に

在
れ
ば
、
兵
力
の
消
長
は
是
国
運
の
盛
衰
な
る
こ
と
を
弁
へ
、
③
世
論
に

惑
は
ず
政
治
に
拘
ら
ず
、
只
々
一
途
に
己
が
本
分
の
忠
節
を
守
り
、
④
義

は
山
嶽
よ
り
も
重
く
、
死
は
鴻
毛
よ
り
も
軽
し
と
覚
悟
せ
よ
。
其
操
を
破

り
て
不
覚
を
取
り
、
汚
名
を
受
く
る
こ
と
な
か
れ
。

　

①
か
ら
み
て
い
く
。
国
民
の
中
で
も
と
り
わ
け
軍
人
は
、
堅
固
な
報
国
の
精

神
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
技
芸
や
学
術
に
長
け
て
い
て
も
、
報
国
の
心
が
堅
固

で
な
い
軍
人
は
人
形
に
等
し
い
。
軍
隊
が
組
織
と
し
て
整
備
さ
れ
、
規
律
正
し

く
統
制
が
と
れ
て
い
て
も
、
忠
節
の
精
神
を
欠
い
て
い
れ
ば
烏
合
の
衆
同
然
で

あ
る
、
と
い
う
。

　

軍
隊
が
一
体
と
な
っ
て
手
足
の
よ
う
に
自
由
に
動
く
た
め
に
は
、
命
令
に
忠

実
に
し
て
勇
猛
果
敢
な
気
質
が
軍
人
に
不
可
欠
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
は
、

西
が
す
で
に
「
兵
家
徳
行
」
で
展
開
し
た
見
解
で
あ
り
、「
軍
人
訓
誡
草
稿
」

の
前
文
で
も
、「
苟
モ
忠
実
ナ
ラ
ス
ン
ハ
何
ヲ
以
テ
我
カ
大
元
帥
タ
ル　

皇
上

ニ
対
シ
国
家
ニ
報
ス
ル
所
ア
ラ
ン
」
と
み
え
る
）
18
（

。「
勅
諭
稿
」
前
文
に
も
「
苟

も
精
神
具
は
ら
ざ
れ
ば
凡
百
の
法
度
規
則
も
畢
竟
徒
法
に
属
し
、
精
良
な
る
隊

制
器
械
も
彼
の
傀
儡
に
異
な
る
こ
と
莫
ら
ん
と
す
」
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
思

想
が
「
軍
人
勅
諭
」
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

次
に
②
で
は
、
国
家
を
保
護
し
、
国
家
と
し
て
の
権
力
を
維
持
す
る
の
は
軍

事
力
で
あ
り
、
軍
事
力
に
よ
り
国
運
が
左
右
さ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
西
は
か

つ
て
「
万
国
公
法
」
を
翻
訳
し
て
お
り
、
そ
の
効
力
の
限
界
に
つ
い
て
も
よ
く

理
解
し
て
い
た
。「
兵
賦
論
」
で
は
、
世
界
的
に
み
て
日
本
が
置
か
れ
た
危
う

い
状
況
を
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
は
温
帯
で
土
地
が
肥
沃
で
あ
り
、

東
海
の
要
衝
に
あ
る
た
め
、
熱
帯
・
寒
帯
の
国
の
垂
涎
の
的
と
な
っ
て
お
り
、

「
公
法
恃
む
べ
か
ら
ず
、
修
好
恃
む
べ
か
ら
ざ
る
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
そ
の
国
の
ご

と
し
」
で
あ
る
と
し
（
六
）
19
（

）、
自
国
の
国
境
を
守
り
、
富
国
を
は
か
り
、
人
民

の
生
活
を
保
障
し
、
他
国
に
土
地
や
財
産
や
人
民
や
権
利
を
蹂
躙
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
の
は
、
独
立
国
と
し
て
の
地
位
を
保
つ
た
め
の
権
利
で
あ
る
（
八
）

と
主
張
し
て
い
る
）
20
（

。
西
は
「
公
法
ノ
生
理
ト
指
ス
者
畢
竟
兵
力
ニ
非
ザ
ル
ハ
莫

キ
ナ
リ
」「
国
ヲ
立
ツ
レ
バ
兵
備
ヲ
要
シ
、
兵
備
ヲ
要
ス
レ
バ
兵
賦
ヲ
要
ス
ト

云
フ
」
と
明
言
し
（
一
四
）、「
兵
賦
論
」
講
演
の
一
六
回
目
か
ら
、
き
わ
め
て

具
体
的
に
、
徴
兵
制
に
も
と
づ
く
常
備
軍
の
構
成
を
考
え
る
に
至
る
。
②
の
部

分
は
「
軍
人
勅
諭
」
特
有
の
考
え
方
で
は
な
く
、
む
し
ろ
当
時
の
一
般
的
認
識

と
言
え
よ
う
。

　

③
の
「
世
論
に
惑
は
ず
政
治
に
拘
ら
ず
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
西
が
「
軍

人
訓
誡
草
稿
」
第
九
条
で
、「
朝
政
ヲ
是
非
シ
、
官
省
ノ
布
告
布
達
諸
規
ヲ
侮

慢
譏
刺
ス
ル
等
ノ
挙
動
ハ
軍
人
ノ
本
分
ニ
背
馳
ス
ル
」「
喋
々
論
弁
ヲ
巧
ウ
シ
、
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動
モ
ス
レ
ハ
時
事
ニ
慷
慨
シ
、
民
権
ヲ
主
張
ス
ナ
ト
ト
唱
ヘ
、
本
分
ナ
ラ
サ
ル

事
ヲ
以
テ
自
ラ
任
シ
、
書
生
ノ
狂
態
ヲ
学
フ
等
ノ
事
ア
ル
可
ラ
ス
」
と
記
し
て

お
り
、
そ
の
骨
子
は
「
軍
人
訓
誡
」
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、「
軍

人
勅
諭
」
の
こ
の
部
分
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、「
軍
人
訓
誡
」
が
成
立
し
た

あ
と
の
時
代
状
況
を
お
さ
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
大
久
保
利
通
が
提
出
し
た
、「
大
久
保
参
議
起

草
政
体
に
関
す
る
意
見
書
」
を
も
と
に
、
明
治
八
年
四
月
、「
漸
次
立
憲
政
体

樹
立
の
詔
」
が
出
さ
れ
、
立
法
機
関
に
あ
た
る
元
老
院
、
司
法
機
関
に
あ
た
る

大
審
院
、
地
方
官
会
議
を
設
置
し
て
、
国
家
立
憲
の
政
体
を
立
て
て
い
こ
う
と

す
る
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。
明
治
九
年
九
月
に
は
元
老
院
に
国
憲
編
纂
の
勅
命

が
出
さ
れ
、
明
治
一
三
年
一
二
月
に
、
元
老
院
議
長
大
木
喬
任
は
第
三
次
国
憲

案
を
上
奏
し
て
い
る
。
明
治
一
二
年
一
二
月
に
、
各
参
議
が
立
憲
政
体
に
関
す

る
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
明
治
一
四
年
三
月

に
、
大
隈
重
信
が
提
出
し
た
立
憲
政
体
意
見
で
は
、
明
治
一
四
年
に
憲
法
を
定

め
、
一
五
年
末
に
議
員
選
挙
を
行
い
、
一
六
年
初
め
に
は
国
会
を
開
設
す
る
と

い
う
急
進
論
が
展
開
さ
れ
た
）
21
（

。
明
治
一
四
年
四
月
に
は
交
詢
社
が
「
私
擬
憲
法

案
」
を
発
表
、
五
月
に
は
立
志
社
が
「
日
本
憲
法
見
込
案
」
を
起
草
し
、
六
月

に
は
井
上
毅
が
憲
法
起
草
に
関
す
る
意
見
書
（「
憲
法
意
見
第
一
」）
を
作
成
し

て
い
る
。
憲
法
と
国
会
開
設
を
め
ぐ
る
論
議
が
高
ま
る
中
、
陸
軍
中
将
鳥
尾
小

弥
太
、
同
谷
干
城
、
同
三
浦
梧
楼
、
陸
軍
少
将
曾
我
祐
準
の
上
奏
に
よ
り
、
北

海
道
開
拓
使
官
有
物
払
下
げ
が
発
覚
し
て
、
明
治
一
四
年
の
政
変
が
起
き
る
。

　

こ
の
政
変
を
受
け
て
、
同
年
一
〇
月
一
二
日
に
は
国
会
開
設
の
詔
が
出
さ
れ
、

明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
を
期
し
て
憲
法
を
公
布
し
、
国
会
を
開
設
す
る
こ

と
が
約
束
さ
れ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
政
治
を
め
ぐ
る
議
論
に
軍
人
が
巻
き
込
ま
れ

る
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
四
将
官
の
上
奏
に
つ
い
て
は
当
時
、
海
陸
軍
刑
律
を
は
じ
め
と
す
る

法
規
で
、
現
役
軍
人
の
政
治
関
与
を
罰
す
る
条
文
は
な
か
っ
た
。
明
治
八
年
七

月
七
日
の
太
政
官
達
第
一
一
九
号
で
は
、
官
吏
が
官
報
公
告
を
除
き
、
新
聞
や

雑
誌
な
ど
で
個
人
的
に
政
務
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
）
22
（

、
明
治
一
三

年
四
月
五
日
の
太
政
官
布
告
第
一
二
号
（
集
会
条
例
）
第
七
条
で
は
、「
政
治

ニ
関
ス
ル
事
項
ヲ
講
談
論
議
ス
ル
集
会
ニ
陸
海
軍
人
常
備
予
備
後
備
ノ
名
籍
ニ

在
ル
者
警
察
官
官
立
公
立
市
立
学
校
ノ
教
員
生
徒
農
業
工
芸
ノ
見
習
生
ハ
之
ニ

臨
会
シ
又
ハ
其
社
ニ
加
入
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
み
え
、
政
治
に
関
す
る
事
項

を
論
議
す
る
集
会
に
、
陸
海
軍
人
ほ
か
警
察
官
や
私
立
を
除
く
学
校
教
員
な
ど

は
、
参
加
も
加
入
も
で
き
な
い
と
し
て
い
る
）
23
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
官
吏
や
軍

人
な
ど
公
的
職
務
に
あ
る
者
が
、
建
白
書
を
提
出
す
る
な
ど
政
治
に
直
接
関
与

し
た
り
、
一
般
大
衆
に
向
か
っ
て
自
己
の
政
治
的
意
見
を
表
明
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
規
定
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
明
治
一
四
年
一
二
月
二
八
日
の
太
政
官

布
告
第
六
九
号
（
陸
軍
卿
連
署
）・
第
七
〇
号
（
海
軍
卿
連
署
）
と
し
て
出
さ

れ
た
、
陸
軍
刑
法
第
一
一
〇
条
・
海
軍
刑
法
第
一
二
六
条
で
、「
軍
人
政
治
ニ

関
ス
ル
事
項
ヲ
上
書
建
白
シ
又
ハ
講
談
論
説
シ
若
ク
ハ
文
書
ヲ
以
テ
之
ヲ
広
告

ス
ル
者
ハ
一
月
以
上
三
年
以
下
ノ
軽
禁
錮
ニ
処
ス
」
と
定
め
ら
れ
る
に
至
る
）
24
（

。

　

憲
法
の
制
定
と
国
会
の
開
設
と
い
う
、
国
の
政
体
に
か
か
わ
る
重
要
案
件
に

直
面
す
る
一
方
、
海
外
か
ら
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
の
が
、
当
時
の
日
本
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で
あ
っ
た
。
第
一
章
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
明
治
一
三
年
一
一
月
三
〇
日
に
は
、

参
謀
本
部
長
山
県
有
朋
が
「
隣
邦
兵
備
略
表
」
を
提
出
し
、
清
国
の
兵
備
が
急

速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
た
。
軍
人
が
、
政
党
結
成
や
憲
法
制
定
に

か
か
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軍
隊
の
力
が
衰
え
れ
ば
、
日
本
の
政
体
が
定
ま
る

前
に
海
外
か
ら
の
侵
略
を
受
け
る
こ
と
も
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

よ
う
な
時
代
状
況
を
考
え
れ
ば
、「
世
論
に
惑
は
ず
政
治
に
拘
ら
ず
」
は
、
軍

人
は
政
治
に
関
与
せ
ず
、
自
ら
の
本
分
で
あ
る
軍
事
に
注
力
せ
よ
、
と
理
解
で

き
よ
う
。

　

④
の
「
義
は
山
嶽
よ
り
も
重
く
、
死
は
鴻
毛
よ
り
も
軽
し
と
覚
悟
せ
よ
。
其

操
を
破
り
て
不
覚
を
取
り
、
汚
名
を
受
く
る
こ
と
な
か
れ
」
は
、
こ
れ
ま
で
「
天

皇
へ
の
絶
対
的
忠
誠
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
個
人
の
死
も
い
と
わ
ず
覚
悟
せ

よ
」
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
部
分
で
あ
る
。

　

こ
の
文
言
は
、『
文
選
』
の
文
章
篇
に
み
え
る
、
司
馬
遷
「
報
任
少
卿
書
」（
任

少
卿
に
報
ず
る
の
書
）
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
匈
奴
に
投
降
し
た
李
陵
を
弁

護
し
た
た
め
投
獄
さ
れ
た
後
、
司
馬
遷
が
書
い
た
も
の
で
、
原
文
は
「
人
固
有

一
死
、
或
重
於
太
山
、
或
軽
於
鴻
毛
、
用
之
所
趨
異
也
」（
人
固も
と

よ
り
一
死
有
り
、

或
い
は
太
山
よ
り
重
く
、
或
い
は
鴻
毛
よ
り
軽
し
、
用
の
趨お
も
むく
所
異
な
れ
ば
な

り
）
で
あ
る
。
現
代
語
訳
す
れ
ば
、「
人
は
誰
し
も
一
度
は
死
ぬ
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
死
は
太
山
よ
り
重
く
、
ま
た
あ
る
場
合
に
は
鴻
毛
よ
り
軽
い
も

の
と
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
死
の
用
い
方
が
違
う
か
ら
で
す
」
と
な
る
。
そ
し

て
次
に
は
、「
最
上
の
生
き
方
は
、
祖
先
を
恥
ず
か
し
め
な
い
こ
と
、
そ
の
次
は
、

道
義
や
体
面
に
お
い
て
恥
辱
を
受
け
な
い
こ
と
、
そ
の
次
は
、
公
的
な
発
言
に

お
い
て
恥
辱
を
か
か
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
士
大
夫

と
し
て
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
、
死
ぬ
べ
き
か
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
部
分
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
）
25
（

。
し
か
し
、
こ
こ
に
「
義
」
の
文
字
は
見
当
た
ら
な
い
。

あ
く
ま
で
も
人
間
の
死
の
軽
重
を
説
い
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
小
栗
判
官
の
世
界
を
借
り
て
、
赤
穂
浪
士
の
吉
良
邸
討
入
り
を

題
材
に
し
た
、
浄
瑠
璃
「
鬼お
に

鹿か

毛げ

無む

佐さ

志し

鐙あ
ぶ
み」（

紀
海
音
作
で
、
一
七
一
〇
年

前
後
の
上
演
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
第
四
の
最
後
で
は
、「
え
り
に
選
つ
た
る

忠
義
の
武
士
、
死
を
鴻
毛
の
軽
き
に
た
の
し
み
、
義
を
泰
山
の
重
き
に
置
く
、

た
と
へ
龍
門
原
上
の
、
土
に
そ
の
身
は
朽
つ
る
と
も
、
誉
は
古
今
未
曾
有
の
、

武
士
の
鑑
は
是
な
る
わ
と
、
聞
く
人
感
を
催
せ
り
」
と
み
え
）
26
（

、
義
の
重
さ
の
前

で
は
人
の
命
は
鴻
毛
よ
り
軽
い
、
義
の
た
め
に
命
を
捨
て
る
こ
と
は
惜
し
く
な

い
、
と
読
み
替
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
旗
本
で
南
町
奉
行
を
つ
と
め
た
根
岸
鎮
衛
が
、
天
明
〜
文
化
期
（
一

八
世
紀
末
〜
一
九
世
紀
初
）
に
三
〇
数
年
か
け
て
書
い
た
、
一
〇
巻
・
一
〇
〇

〇
編
に
及
ぶ
奇
談
集
「
耳
囊
」
の
「
小
刀
銘
の
事
」
で
は
、
大
石
内
蔵
助
が
持
っ

て
い
た
小
刀
に
、「
万
山
不
重
君
恩
重　

一
髪
不
軽
我
命
軽
」
と
彫
っ
て
あ
っ

た
と
い
う
逸
話
が
載
っ
て
い
る
）
27
（

。
こ
れ
は
大
正
一
〇
年
発
行
の
第
三
期
、
昭
和

一
〇
年
発
行
の
第
四
期
国
史
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
戦
前
に
教
育
を

受
け
た
人
に
は
な
じ
み
深
い
表
現
で
あ
る
。
義
と
命
の
対
比
が
君
恩
と
命
の
対

比
に
変
わ
っ
て
い
る
（
こ
こ
で
の
「
君
」
は
浅
野
内
匠
頭
を
指
し
て
お
り
、
も

ち
ろ
ん
天
皇
で
は
な
い
）。

　

さ
ら
に
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
に
出
さ
れ
た
「
戦
陣
訓
」
の
「
生
き
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て
虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず
」
と
も
重
な
り
、「
軍
人
勅
諭
」
第
一
条
に
み
え
る

「
義
は
山
嶽
よ
り
も
重
く
、
死
は
鴻
毛
よ
り
も
軽
し
と
覚
悟
せ
よ
」
と
い
う
表

現
は
、「
集
団
に
い
の
ち
を
託
し
て
自
己
犠
牲
を
辞
さ
な
い
武
士
の
倫
理
性
の

継
承
」
と
理
解
さ
れ
る
に
至
っ
た）28
（

。

　

し
か
し
、「
軍
人
勅
諭
」
下
賜
時
の
第
一
条
の
意
味
は
、
軍
隊
は
国
運
を
左

右
す
る
軍
事
力
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
構
成
員
た
る
軍
人
は
、
世
論
に
惑
わ
さ

れ
た
り
政
治
に
か
か
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
ま
ご
こ
ろ
を
尽
く
し
て
全
力

で
軍
事
に
励
む
こ
と
、
義
の
重
さ
の
前
で
は
人
の
命
は
鴻
毛
よ
り
軽
く
、
道
義

に
お
い
て
恥
辱
を
受
け
な
い
こ
と
、
と
言
え
よ
う
。

　
「
勅
諭
稿
」
に
は
四
箇
条
し
か
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
「
軍
人
勅
諭
」
第
一

条
は
、「
勅
諭
稿
」
と
は
別
に
新
た
に
考
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の

内
容
を
分
析
し
た
結
果
、「
兵
家
徳
行
」「
軍
人
訓
誡
草
稿
」「
兵
賦
論
」
に
み

ら
れ
る
、
西
の
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
④
の
表
現

が
、「
戦
陣
訓
」
や
戦
後
の
軍
国
主
義
批
判
の
中
で
過
度
に
解
釈
さ
れ
た
た
め
、

逆
に
「
勅
諭
稿
」
と
「
軍
人
勅
諭
」
の
差
異
が
、
実
際
以
上
に
大
き
な
も
の
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章
　「
勅
諭
稿
」
と
「
軍
人
勅
諭
」
の
前
文
比
較

　

本
章
で
は
、「
勅
諭
稿
」
と
「
軍
人
勅
諭
」
の
前
文
を
比
較
検
討
す
る
。「
我

国
の
軍
隊
は
、
世
々
天
皇
の
統
率
し
給
ふ
所
に
ぞ
あ
る
」
で
は
じ
ま
る
「
軍
人

勅
諭
」
前
文
の
前
半
は
、
日
本
は
神
武
天
皇
以
来
、
二
五
〇
〇
年
あ
ま
り
の
歴

史
を
も
つ
と
し
、
天
皇
と
軍
隊
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
を
、
歴
史
的

に
説
明
す
る
視
角
で
書
か
れ
て
い
る
。「
軍
人
勅
諭
」
は
、
江
戸
時
代
に
は
ぐ

く
ま
れ
た
武
士
道
の
考
え
方
を
踏
襲
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
興
味
深
い

こ
と
に
前
文
で
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
約
七
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
兵
馬
の
権

と
政
治
の
権
が
と
も
に
武
家
の
手
に
落
ち
た
時
期
と
と
ら
え
ら
れ
、
そ
れ
は
日

本
の
国
体
に
も
と
り
、
祖
宗
の
制
度
に
背
い
た
「
浅
間
し
き
」
時
代
と
宣
言
さ

れ
て
い
る
（「
兵
農
お
の
づ
か
ら
二
に
分
れ
、
古
の
徴
兵
は
い
つ
と
な
く
壯
兵

の
姿
に
変
り
、
遂
に
武
士
と
な
り
、
兵
馬
の
権
は
、
一
向
に
其
武
士
ど
も
の
棟

梁
た
る
者
に
帰
し
、
世
の
乱
と
共
に
政
治
の
大
権
も
亦
其
手
に
落
ち
、
凡
七
百

年
の
間
武
家
の
政
治
と
は
な
り
ぬ
。
世
の
様
の
移
り
換
り
て
斯
な
れ
る
は
、
人

力
も
て
換
回
す
べ
き
に
あ
ら
ず
と
は
い
ひ
な
が
ら
、
且
は
我
国
体
に
戻
り
、
且

は
我
が
祖
宗
の
御
制
に
背
き
奉
り
、
浅
間
し
き
次
第
な
り
き
」）。

　
「
軍
人
勅
諭
」
前
文
で
議
論
と
な
っ
て
き
た
の
は
後
半
部
分
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
、
文
武
の
大
権
を
掌
握
し
、
大
元
帥
と
し
て
軍
人
の
頂
点
に
立
っ
て
い
る

天
皇
に
忠
義
を
尽
く
す
こ
と
が
、
軍
人
に
強
制
さ
れ
て
い
る
、
と
解
釈
さ
れ
て

き
た
。
そ
こ
で
こ
の
部
分
と
、「
勅
諭
稿
」
の
該
当
箇
所
を
比
較
表
に
し
た
の
が
、

【
表
三
】
で
あ
る
。
①
か
ら
み
て
い
こ
う
。

　
「
勅
諭
稿
」
で
は
「
夫
兵
馬
の
大
権
は
行
政
の
大
権
と
相
終
始
し
て
、
全
く

我
が　

皇
統
に
繫
属
す
る
所
」
と
あ
り
、「
軍
人
勅
諭
」
の
「
夫
兵
馬
の
大
権
は
、

朕
が
統
ぶ
る
所
」「
天
子
は
文
武
の
大
権
を
掌
握
す
る
の
義
」
に
対
応
す
る
。

「
勅
諭
稿
」
の
「
其
大
綱
を
総
攬
す
る
は
全
く　

朕
が
分
内
に
在
り
て
…
」
は
、

「
軍
人
勅
諭
」
で
「
其
大
綱
は
朕
親
之
を
攬
り
、
肯
て
臣
下
に
委
ぬ
べ
き
も
の
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に
あ
ら
ず
」
に
当
た
る
。「
勅
諭
稿
」
の
「
朕
我
が
帝
国
日
本
海
陸
軍
の
大
元

帥
と
し
て
総
軍
人
の
首
領
」
と
、
②
の
「
軍
人
は　

朕
が
四
肢
股
肱
に
同
じ
く
」

が
、「
軍
人
勅
諭
」
の
「
朕
は
汝
等
軍
人
の
大
元
帥
な
る
ぞ
。
さ
れ
ば
朕
は
汝

等
を
股
肱
と
頼
み
、
汝
等
は
朕
を
頭
首
と
仰
ぎ
て
ぞ
」
に
対
応
す
る
。

　

①
に
関
し
て
「
勅
諭
稿
」
の
特
徴
と
言
え
る
の
は
、
天
皇
の
大
元
帥
と
し
て

の
地
位
が
、「
国
法
上
」
の
こ
と
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
西
は
、

兵
馬
の
大
権
と
行
政
の
大
権
が
皇
統
に
繫
属
す
る
と
宣
言
し
た
上
で
、「
国
法

上
」
天
皇
が
軍
隊
の
大
元
帥
で
あ
る
ゆ
え
、
軍
人
は
服
従
義
務
が
あ
る
と
し
て

い
る
。「
国
法
上
」
と
い
う
表
現
は
、
西
が
天
皇
の
陸
海
軍
大
元
帥
と
し
て
の

地
位
は
、
法
に
よ
り
保
証
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
軍

人
勅
諭
」
で
は
、「
再
中
世
以
降
の
如
き
失
体
な
か
ら
ん
こ
と
を
望
む
な
り
」

と
し
て
、
古
代
か
ら
の
天
皇
制
の
延
長
で
、
歴
史
的
に
天
皇
の
文
武
の
権
を
説

明
し
て
い
る
が
、
西
は
憲
法
制
定
を
射
程
に
入
れ
た
表
現
を
使
っ
て
い
る
。
先

述
し
た
よ
う
な
憲
法
を
め
ぐ
る
議
論
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、
も
っ
と
も
で
あ
る
。

　

次
に
②
に
関
す
る
比
較
で
あ
る
。「
勅
諭
稿
」
の
②
は
「
軍
人
勅
諭
」
よ
り

長
く
、
軍
人
が
命
令
に
従
う
こ
と
と
は
別
に
、
精
神
は
法
で
律
す
る
こ
と
で
は

な
い
の
で
、
軍
人
の
精
神
に
重
要
な
訓
諭
事
項
を
あ
げ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ

に
は
、
命
令
に
従
っ
て
動
く
外
形
的
行
動
と
は
別
に
、
内
面
的
精
神
を
重
視
す

る
西
の
考
え
方
が
み
て
と
れ
る
。
こ
の
主
張
は
す
で
に
、
陸
軍
内
に
配
布
さ
れ

た
「
軍
人
訓
誡
」
に
み
ら
れ
た
。
そ
れ
を
拡
大
し
、
海
陸
軍
双
方
の
内
面
的
精

神
的
規
律
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
勅
諭
稿
」
の
「
朕

を
し
て
能
く
我
が
元
々
（
人
民
の
こ
と
│
筆
者
注
）
を
栄
育
保
護
し
、
以
て

表三　「勅諭稿」と「軍人勅諭」の前文比較表

「勅諭稿」 「軍人勅諭」

①

夫兵馬の大権は行政の大権と相終始して、全く我が　皇統
に繫属する所なれば、縦ひ相将に委任すること有るも其大
綱を総攬するは全く　朕が分内に在りて、子々孫々に至る
まて永く此意を体し、広く中世の弊跡を鑑み、敢て或は失
墜する事ある莫らんことを深く冀望する所なり、此故に国
法上に於ては　朕我が帝国日本海陸軍の大元帥として総軍
人の首領たれば、是が為に官職尊卑の別無く、推並べて服
従の義務を尽さしめん事を要するなり。

夫兵馬の大権は、朕が統ぶる所なれば、其の司々をこそ臣
下には任すなれ、其大綱は朕親之を攬り、肯て臣下に委ぬ
べきものにあらず。子々孫々に至るまで篤く斯旨を伝へ、
天子は文武の大権を掌握するの義を存して、再中世以降の
如き失体なからんことを望むなり。朕は汝等軍人の大元帥
なるぞ。されば朕は汝等を股肱と頼み、汝等は朕を頭首と
仰ぎてぞ、其親は特に深かるべき。

②

然るに軍人命令の事に至りては、各々其官階職分の有る所
に従ひて、各自の主管各自の所司有りて枝分派達し、毫毛
も之を軽忽にする事を許さざるは総べて律法の通体にし
て、別に縷術するを要せずと雖へども、唯軍人一体に係は
る精神に至りては、一々法度を以て律すべき者にあらず、
然れども苟も精神具はらざれば凡百の法度規則も畢竟徒法
に属し、精良なる隊制器械も彼の傀儡に異なること莫らん
とす、是　朕が深く軍人の精神心術の上に猶須要なりと思
ふ所ありて、武弁たる者の風習に就て一二訓諭する所有ら
んと欲す、上にも言ひし如く、兵権は我が　皇統に繫属す
る所にして、軍人は　朕が四肢股肱に同じく　朕をして能
く我が元々を栄育保護し、以て上　天命に答し、宗社に報
ずるの体認に当らしむる者は軍人より重きは莫し。

朕が国家を保護して、上天の恵に応じ祖宗の恩に報いまゐ
らする事を得るも得ざるも、汝等能く朕と其憂を共にせ
よ。我が武維揚て其栄を輝さば、朕汝等と其誉を偕にすべ
し。汝等皆其職を守り、朕と一心になりて力を国家の保護
に尽さば、我国の蒼生は永く太平の福を受け、我国の威烈
は大に世界の光華ともなりぬべし。朕斯も深く汝等軍人に
望むなれば、猶訓諭すべき事こそあれ。いでや之を左に述
べむ。

出典：  「勅諭稿」大久保利謙編『西周全集　第三巻』（宗高書房、一九六六年）、「軍人勅諭」由井正臣・藤原彰・吉田裕校注『日
本近代思想大系４　軍隊　兵士』（岩波書店、一九八九年）
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上　

天
命
に
答
し
、
宗
社
（
宗
廟
と
社
稷
か
ら
転
じ
て
国
家
の
こ
と
│
筆
者
注
）

に
報
ず
る
の
体
認
に
当
ら
し
む
る
者
は
軍
人
よ
り
重
き
は
莫
し
」
は
、「
軍
人

勅
諭
」
の
「
朕
が
国
家
を
保
護
し
て
、
上
天
の
恵
に
応
じ
祖
宗
の
恩
に
報
い
ま

ゐ
ら
す
る
事
を
得
る
も
得
ざ
る
も
、
汝
等
能
く
朕
と
其
憂
を
共
に
せ
よ
」
に
該

当
す
る
）
29
（

。
ま
た
「
勅
諭
稿
」
の
「
然
れ
ど
も
苟
も
精
神
具
は
ら
ざ
れ
ば
凡
百
の

法
度
規
則
も
畢
竟
徒
法
に
属
し
、
精
良
な
る
隊
制
器
械
も
彼
の
傀
儡
に
異
な
る

こ
と
莫
ら
ん
と
す
」
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
「
軍
人
勅
諭
」
第
一
条
に
移

動
し
た
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
軍
人
と
し
て
の
精
神
を
重
視
す
る
西
の
思
想
は
、「
兵
賦
論
」

に
明
確
で
あ
る
。「
兵
賦
論
」
は
こ
れ
ま
で
、
ロ
シ
ア
主
義
と
琉
球
主
義
を
対

比
さ
せ
、
日
本
は
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
独
自
の
国
是
を
と
る
よ
う
主
張
し
た
、

前
半
部
分
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
統
計
資
料
に
も
と
づ
き
、
実
践
的

徴
兵
論
・
兵
賦
論
を
展
開
し
た
後
半
部
分
の
方
が
む
し
ろ
、
陸
軍
省
官
僚
・
参

謀
本
部
御
用
掛
と
し
て
の
面
目
躍
如
と
い
っ
た
面
が
あ
る
。

　

西
は
、
皇
族
を
の
ぞ
き
、
華
族
・
士
族
・
平
民
の
区
別
な
く
、
一
八
歳
に
な
っ

た
男
子
を
全
員
徴
発
し
、
三
年
の
常
備
軍
役
期
間
を
一
年
四
ヶ
月
に
す
る
案
を

提
起
す
る
。
ち
な
み
に
、
明
治
六
年
一
二
月
九
日
の
太
政
官
達
で
「
皇
族
自
今

海
陸
軍
ニ
従
事
ス
ヘ
ク
被　

仰
出
候
條
、
此
旨
可
相
達
候
事
、
但
年
長
ノ
向
ハ

此
限
ニ
ア
ラ
サ
ル
事
）
30
（

」
と
さ
れ
、
皇
族
は
徴
兵
令
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

軍
務
に
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
ま
た
華
族
に
つ
い
て
は
、
明
治
一

四
年
四
月
七
日
、
宮
内
卿
徳
大
寺
実
則
か
ら
華
族
会
館
兼
督
部
長
岩
倉
具
視
宛

の
諭
達
で
、
華
族
に
な
る
べ
く
陸
海
軍
に
従
事
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
）
31
（

。

　

短
縮
の
理
由
は
、
三
年
の
間
に
農
業
な
ど
の
家
業
か
ら
離
れ
て
し
ま
い
、
遊

蕩
に
ふ
け
る
傾
向
が
生
ま
れ
、
驕
傲
奢
侈
に
流
れ
や
す
く
な
っ
て
お
り
、
軍
隊

は
規
律
を
教
え
る
学
校
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
逆
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
実
態
が

あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
四
ヶ
月
の
新
兵
期
間
と
一
年
間
の
服
役
終
了
後
は
「
休
役
」
と
し
、

そ
こ
か
ら
壮
兵
（
志
願
兵
）
を
募
集
し
て
、
伍
長
以
上
の
歩
騎
兵
、
砲
兵
、
工

兵
を
構
成
す
る
案
を
出
す
。
休
役
の
兵
は
年
ご
と
に
帳
簿
に
つ
け
、
予
備
軍
、

後
備
軍
、
国
民
軍
と
し
、
も
し
戦
争
が
起
き
て
現
役
兵
だ
け
で
不
足
な
ら
、
そ

こ
か
ら
補
充
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
成
人
し
た
男
子
に
は
一
人
も
兵
役
免
除

を
も
う
け
ず
、
戦
時
に
は
「
男
子
ハ
一
人
モ
生
キ
テ
存
ス
ル
コ
ト
無
シ
ト
云
フ

ノ
精
神
」
に
も
と
づ
く
方
法
だ
っ
た
。（
一
七
）

　

毎
年
、
男
子
の
三
二
万
人
以
上
が
二
〇
歳
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
免
役

者
│
ほ
と
ん
ど
は
戸
主
か
嗣
子
承
祖
の
孫
│
が
二
九
万
人
近
く
お
り
、
就
役
の

者
が
同
年
齢
の
一
〇
分
の
一
に
も
満
た
な
い
の
が
、
当
時
の
状
況
で
あ
っ
た
。

三
〇
万
人
の
う
ち
二
五
〇
〇
〇
人
を
各
鎮
台
に
配
置
し
、
三
年
間
を
一
年
四
ヶ

月
に
短
縮
し
て
任
務
に
つ
か
せ
、
残
り
を
一
三
七
五
〇
〇
人
ず
つ
二
組
に
分
け
、

三
ヶ
月
の
訓
練
と
三
ヶ
月
の
土
木
事
業
に
従
事
さ
せ
れ
ば
、
土
木
事
業
に
よ
る

雇
工
賃
で
、
六
ヶ
月
分
の
食
費
が
ま
か
な
え
る
上
、
鉄
道
、
道
路
、
河
川
、
丘

陵
や
荒
野
の
開
墾
な
ど
も
進
み
、
富
国
強
兵
を
実
現
で
き
る
と
い
う
。
西
は
一

日
一
人
あ
た
り
の
食
費
や
雇
工
賃
な
ど
を
、
当
時
の
平
均
的
な
額
を
元
に
試
算

し
て
い
る
。
こ
の
方
策
は
「
技
術
ノ
精
シ
キ
ヲ
求
ム
ル
ニ
在
ラ
ズ
、
専
ラ
国
民

中
ニ
軍
人
ノ
精
神
ヲ
発
揮
ス
ル
ノ
設
」、
す
な
わ
ち
国
民
に
軍
人
の
精
神
を
持
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た
せ
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。（
二
〇
）

　

西
は
人
生
八
〇
年
、
二
八
八
〇
〇
日
の
う
ち
一
八
〇
日
の
労
力
で
、「
全
国

共
同
ノ
利
益
ノ
為
ニ
其
労
ニ
服
ス
ト
セ
バ
、
苟
モ
日
本
国
民
タ
ル
者
ハ
甘
心
シ

テ
服
従
ス
可
キ
ノ
義
務
ト
謂
ハ
ザ
ル
可
ケ
ン
ヤ
」
と
主
張
し
、
全
国
の
人
民
が

協
力
し
て
イ
ン
フ
ラ
に
労
力
を
そ
そ
ぎ
、
な
お
か
つ
非
常
事
態
に
も
備
え
て
国

防
も
実
現
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
子
々
孫
々
に
残
り
、
長
き
に
わ
た
る

幸
福
の
礎
と
な
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。（
二
一
）
ま
た
沿
海
の
属
島
、
下
関

海
峡
と
津
軽
海
峡
、
東
京
湾
や
大
阪
湾
へ
の
侵
入
を
三
段
階
で
防
ぐ
防
御
線
を

設
定
し
、
砲
台
や
要
塞
な
ど
を
設
置
す
れ
ば
、
日
本
は
「
屹
然
タ
ル
一
個
ノ
城

郭
」
と
な
り
、
独
立
を
保
て
る
と
し
て
い
る
。（
二
二
）

　
「
勅
諭
稿
」
と
「
軍
人
勅
諭
」
の
前
文
比
較
の
結
果
、
天
皇
の
大
権
を
「
国

法
上
」
認
め
て
い
る
点
に
は
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
、

「
勅
諭
稿
」
や
、「
勅
諭
稿
」
と
併
行
し
て
西
が
主
張
し
て
い
た
考
え
方
が
、「
軍

人
勅
諭
」
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　
「
軍
人
勅
諭
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
、
天
皇
の
統
帥
権
の
絶
対
性
が
強
調

さ
れ
て
き
た
が
、
西
の
「
勅
諭
稿
」
と
対
照
し
な
が
ら
精
査
し
た
結
果
、「
軍

人
勅
諭
」
は
、
西
が
「
兵
家
徳
行
」「
軍
人
訓
誡
草
稿
」「
兵
賦
論
」「
勅
諭
稿
」

で
展
開
し
た
軍
事
思
想
・
国
家
思
想
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
一
見
す
る
と
「
勅
諭
稿
」
の
四
箇
条
に
対
し
、「
軍
人
勅
諭
」
は
五

箇
条
構
成
で
、
前
文
に
も
記
述
の
違
い
は
み
ら
れ
る
が
、「
軍
人
勅
諭
」
成
立

に
あ
た
っ
て
、
政
府
寄
り
だ
っ
た
福
地
源
一
郎
の
思
想
的
関
与
は
大
き
い
と
は

言
え
な
い
。
梅
溪
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
、
福
地
が
西
の
漢
文
調
的
な
表
現
を
わ

か
り
や
す
く
改
め
、
天
皇
が
兵
士
に
語
り
か
け
る
訓
諭
調
に
し
て
、
読
誦
し
た

と
き
の
親
し
み
や
す
さ
を
増
幅
さ
せ
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
新
た
な
思
想
が
付

け
加
え
ら
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
。「
軍
人
勅
諭
」
の
産
み
の
親
は
西
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。

　
「
勅
諭
稿
」
は
、
天
皇
を
「
国
法
上
」
文
武
両
権
の
掌
握
者
と
考
え
て
お
り
、

憲
法
作
成
を
射
程
に
収
め
た
上
で
の
草
案
で
あ
っ
た
。
西
自
身
、
江
戸
末
期
に

オ
ラ
ン
ダ
で
自
然
法
・
国
法
学
・
国
際
法
な
ど
を
学
ん
で
お
り
、
大
政
奉
還
の

際
に
は
将
軍
慶
喜
と
と
も
に
京
都
に
い
て
、
大
政
奉
還
後
の
政
治
体
制
に
関
す

る
「
議
題
草
案
」
を
作
成
し
て
い
た
。
ま
た
「
勅
諭
稿
」
の
作
成
後
、「
憲
法

草
案
」
も
記
し
て
い
る
。
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
西
が
「
勅
諭
稿
」
を
書

い
た
と
考
え
ら
れ
る
明
治
一
三
年
一
二
月
に
は
、
元
老
院
議
長
大
木
喬
任
が
第

三
次
国
憲
案
を
上
奏
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
た
と
も
言
え
よ
う
。

も
っ
と
も
元
老
院
の
こ
の
案
は
岩
倉
具
視
ら
の
反
対
に
あ
い
、
日
の
目
を
見
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
伊
藤
博
文
が
憲
法
調
査
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
向
か
う
の

は
、「
軍
人
勅
諭
」
発
布
の
二
ヶ
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

西
が
「
勅
諭
稿
」
の
の
ち
最
後
ま
で
作
成
に
か
か
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
、
彼

が
『
兵
語
辞
書
』
の
編
纂
や
、
そ
の
後
の
文
部
行
政
・
教
育
関
連
の
仕
事
で
忙

し
か
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
西
は
明
治
一
四
年
三
月
一
六
日
、

『
兵
語
辞
書
』
の
編
纂
を
終
え
、
そ
の
尽
力
の
褒
美
と
し
て
、
こ
れ
を
三
冊
下
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賜
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
六
月
か
ら
文
部
省
御
用
掛
兼
東
京
師
範
学
校
校
長

を
担
当
し
、
九
月
に
は
桂
太
郎
や
加
藤
弘
之
ら
と
と
も
に
、
独
逸
学
協
会
を
設

立
し
て
い
る
。
こ
の
協
会
は
第
一
部
（
政
治
・
法
律
・
兵
事
）、
第
二
部
（
医
学
・

衛
生
）、
第
三
部
（
文
学
・
哲
学
・
美
学
・
農
工
商
）
か
ら
構
成
さ
れ
、
山
県

有
朋
系
の
文
武
藩
閥
官
僚
も
会
員
だ
っ
た
。
開
拓
使
官
有
物
払
下
げ
事
件
が
起

き
た
の
は
七
月
二
六
日
、
明
治
二
三
年
に
国
会
を
開
設
す
る
旨
の
詔
勅
が
出
た

の
は
一
〇
月
一
二
日
だ
っ
た
か
ら
、
す
で
に
西
が
人
材
育
成
・
教
育
畑
で
活
動

し
始
め
て
い
た
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
32
（

。
な
お
、
明
治
一
五
年
八
月
に
ド
イ

ツ
の
法
学
者
シ
ュ
タ
イ
ン
の
『
兵
制
学
』
が
、
独
逸
学
協
会
会
員
の
翻
訳
に
よ

り
独
逸
学
協
会
か
ら
出
版
さ
れ
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
た
福
澤
諭
吉
が
『
時
事
新

報
』
の
社
説
に
、
明
治
一
五
年
九
月
九
日
か
ら
一
〇
月
一
七
日
ま
で
「
兵
論
」

を
発
表
、
一
一
月
に
は
単
行
本
に
ま
と
め
て
出
版
し
て
い
る
）
33
（

。

　
「
軍
人
勅
諭
」
は
、
天
皇
が
軍
人
と
と
も
に
、
国
家
の
独
立
と
国
民
の
保
護

を
実
現
す
る
責
務
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
軍
人
各
自
が
い
か
な

る
精
神
に
も
と
づ
い
て
本
分
を
尽
く
す
べ
き
か
を
教
諭
し
た
、「
軍
人
訓
誡
の

教
諭
」
で
あ
っ
た
。
近
代
軍
隊
は
、
命
令
に
し
た
が
っ
て
全
体
が
手
足
の
よ
う

に
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
組
織
で
あ
る
。
そ
の
構
成
員
た
る
軍
人
は
、
普
段

か
ら
質
素
倹
約
を
旨
と
し
、
軍
隊
で
の
人
間
関
係
に
お
い
て
信
義
を
保
ち
、
戦

闘
で
は
命
令
に
忠
実
に
従
っ
て
、
勇
敢
に
戦
う
心
構
え
を
求
め
ら
れ
た
。
軍
人

と
し
て
当
然
の
こ
と
を
訓
諭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
秩
禄
処
分
を

経
て
ま
だ
日
が
浅
く
、
士
族
と
平
民
の
身
分
意
識
が
濃
厚
だ
っ
た
こ
と
、
平
民

が
こ
の
よ
う
な
精
神
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
、
徴
兵
期
間
が
長
く
、
身
を
持

ち
崩
す
者
も
い
た
こ
と
、
か
つ
て
の
幕
臣
や
藩
士
の
地
位
と
、
政
府
の
軍
隊
に

お
け
る
地
位
が
対
応
し
て
い
な
い
た
め
、
上
か
ら
の
命
令
に
従
う
と
い
う
基
本

が
守
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。

　

こ
れ
ま
で
西
周
研
究
で
は
、
西
欧
的
知
識
人
と
し
て
の
西
が
「
勅
諭
稿
」
を

作
成
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
を
過
小
評
価
し
た
り
、
あ
る
い
は
無
視

し
た
り
し
て
き
た
。
し
か
し
、
津
和
野
藩
主
亀
井
茲
監
、
最
後
の
将
軍
徳
川
慶

喜
、
そ
し
て
新
政
府
に
忠
実
に
仕
え
て
き
た
経
歴
を
持
ち
、
世
界
の
中
で
日
本

が
そ
の
独
立
を
保
つ
た
め
に
は
、
国
力
と
軍
事
力
の
増
強
が
必
須
で
あ
る
と
の

認
識
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
西
の
思
想
は
「
勅
諭
稿
」
を
経
て
「
軍
人
勅

諭
」
に
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

天
皇
が
陸
軍
卿
・
海
軍
卿
に
直
接
「
軍
人
勅
諭
」
を
渡
し
、
軍
人
へ
の
周
知

を
命
じ
た
こ
と
は
、
天
皇
が
兵
馬
の
大
権
を
掌
握
し
、
軍
令
系
統
の
頂
点
に
あ

る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
こ
の
意
義
は
大
き
い
。
な
ぜ
な
ら
、
江
戸
時
代
ま
で

は
、
天
皇
か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
歴
代
の
将
軍
が
、
武
家
の
棟
梁
と

し
て
全
国
の
軍
隊
を
指
揮
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
天
皇
が
直
接
軍
隊
の
頂
点
に

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
明
治
一
一
年
の
参
謀
本
部
条
例
で
、
軍

政
と
軍
令
の
二
元
体
制
が
し
か
れ
、
軍
政
は
陸
軍
省
担
当
、
軍
令
は
天
皇
と

な
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
天
皇
の
法
的
位
置
も

定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
時
期
に
、
大
元
帥
と
し
て
太
政
官
を
経
由
せ
ず

訓
諭
し
た
の
は
、
軍
事
力
の
低
下
や
騒
擾
の
勃
発
を
防
ぎ
、
軍
隊
秩
序
を
守
る

た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

天
皇
の
位
置
づ
け
が
明
確
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、「
軍
人
勅
諭
」
下
賜
か
ら
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三
ヶ
月
以
上
経
っ
た
、
明
治
一
五
年
四
月
二
六
日
か
ら
五
月
一
一
日
に
か
け
て
、

福
澤
諭
吉
が
『
時
事
新
報
』
社
説
に
一
二
回
連
載
し
た
、「
帝
室
論
」
の
内
容

か
ら
も
う
か
が
え
る
。
福
澤
は
、
帝
室
を
政
治
と
軍
事
の
ど
ち
ら
か
ら
も
独
立

し
た
存
在
と
す
べ
き
と
主
張
し
、
帝
室
は
人
心
の
収
攬
・
精
神
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
、
孝
子
節
婦
の
表
彰
や
学
術
技
芸
の
奨
励
な
ど
に
力
を
注
ぐ
べ
き
と
述

べ
て
い
る
）
34
（

。
こ
れ
は
、
明
治
一
五
年
三
月
に
福
地
源
一
郎
ら
が
帝
政
党
を
結
成

し
た
り
、
同
年
四
月
一
六
日
に
、
大
隈
重
信
を
総
理
と
す
る
立
憲
改
進
党
が
結

党
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
福
澤
は
こ
の
よ
う
な
政
治

状
況
に
対
し
て
、
天
皇
や
帝
室
が
政
治
に
利
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
警
告
し

た
の
で
あ
っ
た
。

　
「
神
聖
に
し
て
犯
す
べ
か
ら
ず
」
の
前
提
に
立
っ
た
天
皇
像
は
、
後
世
に
な
っ

て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
天
皇
は
盛
ん
に
巡
幸
を
行
い
、
そ
の
存
在
を

国
民
に
知
ら
し
め
る
こ
と
に
追
わ
れ
て
い
た
。
明
治
天
皇
は
九
七
件
の
巡
幸

（
う
ち
即
日
巡
幸
は
三
七
件
）
を
行
い
、
明
治
五
年
の
九
州
・
西
国
、
九
年
の

東
北
・
北
海
道
、
一
一
年
の
北
陸
・
東
海
道
、
一
三
年
の
甲
州
・
東
山
道
、
一

四
年
の
山
形
・
秋
田
・
北
海
道
、
一
八
年
の
山
口
・
広
島
・
岡
山
は
、
数
ヶ
月

に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、「
六
大
巡
幸
」
と
呼
ば
れ
る
。
田
中
彰
氏
は
こ
れ
に

つ
い
て
、「
生
き
神
信
仰
と
天
皇
を
結
び
つ
け
て
神
権
的
粉
飾
を
進
め
た
」「
明

治
天
皇
の
地
方
巡
幸
は
、
近
代
天
皇
制
の
確
立
・
完
成
過
程
に
お
け
る
国
家
的

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
と
し
て
い
る
が
）
35
（

、
近
世
の
将
軍
の
日
光
社
参
や
御
成
の
方
法

に
な
ら
い
、
治
者
と
し
て
認
知
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と
考
え
た
方
が

よ
い
。
天
皇
は
観
兵
式
に
参
加
し
、
鳥
追
い
を
行
っ
て
乗
馬
も
練
習
し
、
教
練

の
見
学
を
す
る
な
ど
、
軍
人
と
し
て
の
素
養
も
身
に
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
「
軍
人
勅
諭
」
は
没
我
的
忠
誠
を
求
め
る
天
皇
制
国
家
観
の
成
立
で
は
な
い
。

一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
臣
民
が
絶
対
的
忠
誠
を
誓
う
べ
き
至
高
の
天
皇
像

が
生
み
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
視
線
で
明
治
一
五
年
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
る
。

注

（
1
）　

松
下
芳
男
『
改
訂　

明
治
軍
制
史
論
（
上
）』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
八
年
）
五
〇

四
頁
。
由
井
正
臣
・
藤
原
彰
・
吉
田
裕
校
注
『
日
本
近
代
思
想
大
系
４　

軍
隊　

兵
士
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
も
こ
の
考
え
方
を
受
け
継
ぎ
、
収
録
し
た
「
軍
人
勅
諭
」

の
頭
注
で
、「
こ
の
勅
諭
は
天
皇
制
軍
隊
の
創
設
期
に
軍
の
統
制
強
化
の
た
め
に
出
さ

れ
た
も
の
で
、
こ
の
時
期
の
軍
隊
内
の
諸
弊
害
を
反
映
し
た
時
事
的
な
訓
戒
で
あ
っ

た
」
と
記
し
て
い
る
。

（
2
）　

梅
溪
昇
『
増
訂
軍
人
勅
諭
成
立
史
│
天
皇
制
国
家
観
の
成
立
〈
上
〉』（
青
史
出
版
、

二
〇
〇
八
年
）
二
七
六
頁
。

（
3
）　

清
水
多
吉
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選　

西
周
│
兵
馬
の
権
は
い
ず
こ
に
あ
り
や

│
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
4
）　

松
島
弘
『
近
代
日
本
哲
学
の
祖
・
西
周
│
生
涯
と
思
想
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
四
年
）。

（
5
）　

菅
原
光
『
西
周
の
政
治
思
想　

規
律
・
功
利
・
信
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
）

九
頁
。

（
6
）　

岡
本
晴
行
「「
軍
人
勅
諭
」
と
西
周
」『
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要　

社
会
学
・
社

会
福
祉
学
』
第
一
七
号
（
二
〇
一
〇
年
）
も
平
常
社
会
と
軍
事
社
会
の
対
比
で
考
え
る

に
と
ど
ま
る
。
な
お
、
梅
溪
は
軍
人
道
徳
形
成
史
上
に
お
け
る
西
の
寄
与
は
、
伝
統
と

し
て
存
在
し
て
い
た
武
士
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
近
代
的
粉
飾
を
ほ
ど
こ
し
て
、
近
代
軍

人
道
徳
と
し
て
再
編
成
し
、
さ
ら
に
国
民
道
徳
に
ま
で
高
め
る
道
を
開
い
た
、
と
述
べ

て
い
る
。
梅
溪
『
前
掲
書
』
一
二
四
頁
。「
軍
人
勅
諭
」
に
表
現
さ
れ
た
軍
人
の
精
神
が
、



「
軍
人
勅
諭
」
再
考

（325）986

近
世
の
武
士
道
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
問
題
は
氏
が
主
張
す
る
と
こ

ろ
の
「
近
代
的
粉
飾
」
や
「
近
代
軍
人
道
徳
」
に
み
え
る
、「
近
代
」
と
い
う
言
葉
の

意
味
で
あ
る
。

（
7
）　

安
孫
子
信
「
西
周
と
『
軍
人
勅
諭
』」
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
編
『
日
本
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
〈
象
徴
〉
す
る
も
の
』（
二
〇
〇
三
年
）。

（
8
）　

木
野
主
計
「
井
上
毅
の
統
帥
権
の
立
憲
的
統
御
構
想
（
上
）」『
芸
林
』
第
五
八
巻
第

二
号
（
二
〇
〇
九
年
）。

（
9
）　

松
下
芳
男
『
前
掲
書
（
上
）』
五
一
五
〜
五
一
八
頁
。

（
10
）　

内
閣
記
録
局
編
輯
『
法
規
分
類
大
全
』
第
一
編
﹇
１
﹈
政
体
門
３
詔
勅
式
（
内
閣
記

録
局
、
一
八
八
九
年
）
四
二
〜
四
三
頁
。

（
11
）　

宮
内
庁
『
明
治
天
皇
紀　

第
五
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
）
六
〇
六
頁
。

（
12
）　

梅
溪
『
前
掲
書
』
二
六
五
〜
二
六
六
頁
。

（
13
）　

宮
内
庁
『
明
治
天
皇
紀　

第
四
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
）
四
六
四
頁
。

（
14
）　

拙
稿
「
西
周
の
軍
事
思
想
│
服
従
と
忠
誠
を
め
ぐ
っ
て
│
」『W

A
SED
A
 RILA

S 

JO
U
RN
A
L

』N
O
.5

（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
）。

（
15
）　
「
上
隣
邦
兵
備
略
表
」
大
久
保
利
謙
編
『
西
周
全
集　

第
三
巻
』（
宗
高
書
房
、
一
九

六
六
年
）。

（
16
）　

松
下
芳
男
編
『
山
県
有
朋　

陸
軍
省
沿
革
史
』（
明
治
文
化
叢
書
）（
日
本
評
論
社
、

一
九
四
二
年
）
二
二
八
〜
二
三
二
頁
。
本
書
は
日
露
戦
争
中
の
明
治
三
七
、
八
年
に
監

修
元
帥
山
県
有
朋
、
執
筆
陸
軍
歩
兵
中
佐
堀
内
文
治
郎
、
陸
軍
歩
兵
中
尉
平
山
正
に
よ

り
作
成
さ
れ
、
明
治
三
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
17
）　

こ
の
部
分
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
は
、
先
に
あ
げ
た
拙
稿
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
18
）　

拙
稿
参
照
。

（
19
）　
「
兵
賦
論
」
は
其
一
〜
其
二
十
二
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
以
降
は
そ
の
番
号
の
み
か

か
げ
る
。

（
20
）　

こ
れ
は
明
治
一
二
年
の
講
演
と
考
え
ら
れ
る
。
福
沢
諭
吉
も
明
治
一
二
年
五
月
一
四

日
の
『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
発
表
し
た
「
華
族
を
武
辺
に
導
く
の
説
」（
坂
本
多
加
雄

編
『
福
沢
諭
吉
著
作
集
』
第
９
巻
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
所
収
）

に
お
い
て
、
現
在
の
禽
獣
世
界
で
は
、
一
国
が
社
会
を
な
し
て
そ
の
独
立
の
対
面
を
守

る
た
め
に
、
兵
力
が
必
要
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
、
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

（
21
）　

木
野
主
計
「
前
掲
論
文
」。

（
22
）　
『
法
令
全
書　

第
八
巻
ノ
一　

明
治
８
年
』（
原
書
房
、
一
九
七
五
年
）。

（
23
）　
『
法
令
全
書　

第
一
三
巻
ノ
一　

明
治
13
年
』（
原
書
房
、
一
九
七
六
年
）。

（
24
）　
『
法
令
全
書　

明
治
14
年
』（
原
書
房
、
一
九
七
六
年
）。

（
25
）　

竹
田
晃
『
新
釈
漢
文
大
系　

第
83
巻　

文
選
（
文
章
篇
）
中
』（
明
治
書
院
、
一
九

九
八
年
）
一
八
四
〜
一
八
五
頁
。

（
26
）　
『
帝
国
文
庫　

第
十
一
篇　

忠
臣
蔵
浄
瑠
璃
集
』（
博
文
館
、
一
九
二
九
年
）。
な
お

「
龍
門
原
上
の
土
に
骨
を
埋
む
と
も
名
を
埋
め
ず
」
は
、
肉
体
は
龍
門
に
葬
ら
れ
て
も

名
声
は
後
世
に
残
る
と
い
う
意
味
。

（
27
）　

鈴
木
棠
三
編
注
『
耳
袋
１
』
東
洋
文
庫
二
〇
七
（
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
）
四
六
頁
。

（
28
）　

た
と
え
ば
島
薗
進
「
国
家
神
道
の
形
成
と
靖
国
神
社
・
軍
人
勅
諭
│
皇
道
思
想
と
天

皇
崇
敬
の
担
い
手
と
し
て
の
軍
隊
│
」
明
治
維
新
史
学
会
編
『
講
座　

明
治
維
新
11　

明
治
維
新
と
宗
教
・
文
化
』（
有
志
舎
、
二
〇
一
六
年
）
一
五
一
頁
。

（
29
）　

松
下
芳
男
氏
は
、
天
皇
と
「
一
心
に
な
り
て
力
を
国
家
の
保
護
に
尽
す
」
こ
と
が
軍

人
の
職
務
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
後
年
の
軍
部
当
局
が
忠
義
の
対
象
を
天
皇
と
し
、
軍

を
天
皇
の
私
兵
に
し
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。『
明
治
軍
制
史
論
（
上
）』
五
〇

八
頁
。

（
30
）　
『
法
令
全
書　

明
治
６
年
』（
原
書
房
、
一
九
七
五
年
）。

（
31
）　

小
田
部
雄
次
『
華
族　

近
代
日
本
貴
族
の
虚
像
と
実
像
』（
中
公
新
書
一
八
三
六
６
、

二
〇
〇
六
年
）。

（
32
）　

ち
な
み
に
、
明
治
一
六
年
一
月
に
西
は
、
山
県
の
名
で
「
変
則
独
乙
学
校
を
設
く
る

之
義
」
と
い
う
草
稿
を
作
成
し
、
英
学
流
行
を
批
判
し
、
立
憲
君
主
政
体
の
ド
イ
ツ
を

学
習
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
一
〇
月
に
は
独
逸
学
協
会
学
校
が
設
立
さ
れ
、

西
が
初
代
校
長
に
な
っ
た
。

（
33
）　

木
野
主
計
「
井
上
毅
の
統
帥
権
の
立
憲
的
統
御
構
想
（
下
）」『
芸
林
』
第
五
九
巻
第

一
号
（
二
〇
一
〇
年
）。



985（326）

（
34
）　

坂
本
多
加
雄
編
『
前
掲
書
』
所
収
。

（
35
）　
『
ニ
ッ
ポ
ニ
カ　

日
本
大
百
科
全
書
』。

【
付
記
】　

本
研
究
は
平
成
二
六
年
度
〜
二
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

（
研
究
代
表
者
：
谷
口
眞
子
）「
軍
事
史
的
観
点
か
ら
み
た
一
八
〜
一
九
世
紀
に
お
け

る
名
誉
・
忠
誠
・
愛
国
心
の
比
較
研
究
」（
研
究
課
題
番
号
２
６
２
８
４
０
８
９
）

を
受
け
て
、
第
六
七
回
日
本
西
洋
史
学
会
大
会
の
小
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
５
「
忠
誠
の
ゆ

く
え
│
近
代
移
行
期
に
お
け
る
軍
事
的
エ
ト
ス
の
比
較
史
」
で
報
告
し
た
内
容
の
後

半
部
分
に
、
早
稲
田
大
学
二
〇
一
八
年
度
特
定
課
題
研
究
助
成
費
（
特
定
課
題
Ｂ
）

（
研
究
代
表
者
：
谷
口
眞
子
）「
越
境
す
る
軍
事
史
│
一
九
世
紀
を
中
心
と
し
た
人
と

学
知
の
交
流
」（
課
題
番
号
２
０
１
８
Ｂ
│
０
４
５
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
を

加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。


